


　
四
万
十
市
は
、平
成
17
年
４
月
10
日（
四
万
十
の
日
）の
旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
と
の
合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。新
た
な
第
一
歩
と
な
る
よ
う
、

「
四
万
十
市
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、市
制
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
や
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
、四
万
十
市
観
光
大
使
の

委
嘱
式
な
ど
を
行
い
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。（
各
表
彰
者
の
氏
名
は
P3
に
記
載
）

　
四
万
十
市
は
、平
成
17
年
４
月
10
日（
四
万
十
の
日
）の
旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
と
の
合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。新
た
な
第
一
歩
と
な
る
よ
う
、

「
四
万
十
市
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、市
制
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
や
市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
、四
万
十
市
観
光
大
使
の

委
嘱
式
な
ど
を
行
い
ま
し
た
の
で
、紹
介
し
ま
す
。（
各
表
彰
者
の
氏
名
は
P3
に
記
載
）
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市民表彰 （5名）

被表彰者〈左から〉 主な功績等

（82歳）下田

（91歳）入田

（77歳）西土佐江川﨑

（75歳）右山

（74歳）下田

山本　衞

澤良木　庄一

片山　恵正

小野川　和世

山﨑　榮惠

人権啓発コラム（市広報誌）を執筆。人権啓発活動に尽力。

絶滅危惧種指定植物の保護増進活動や観光振興に貢献。

中村柔道スポーツ少年団等の育成指導にあたり好成績を収める。

人権擁護委員を務め、四万十人権擁護委員協議会の運営に尽力。

保護司として更生の手助け・犯罪予防の啓発に努める。

やまもと まもる

よしまさ

さわらぎ

かたやま

かよおのがわ

さかえやまさき

しょういち

功労表彰 （9名・2団体）

下段左から

　　〃

　　〃

　　〃

  上段左から

    　〃

　　〃

　　〃

　（欠席）

　　〃

　　〃

西土佐江川﨑

中村桜町

蕨岡乙

中村東町

不破上町

古津賀

平成16年設立 伊予と土佐の歴史研究や文化交流

子供の自主性や創造性等を育成する活動

中村弥生町

竹屋敷

不破上町

地方自治功労

地方自治功労

地方自治功労

環境保全推進や文化芸術振興

交通安全推進

交通安全推進

文化振興や地域活性化

地方自治功労

地方自治功労

田村　鶴喜（74歳）

浜田　　朗（76歳）

松田　達夫（65歳）

西尾　　正（75歳）

榮　　勇男（73歳）

西本　他人（72歳）

西南四国歴史文化研究会中村支部

中村こども劇場　昭和57年設立　

坂本　純一（間　六口）（69歳）

稲田　　勇（74歳）

北澤　　保（76歳）

１番目

２番目

５番目

６番目

１番目

２番目

３番目

４番目

たむら

はまだ

まつだ

あきら

にしお ただし

にしもと ひでと

さかもと じゅんいち

いなだ いさむ

きたざわ たもつ

はざま むくち

さかえ いさお

たつき

たつお

かじわら みちよ

すぎもと ただよし

梶原　美智代（71歳）

杉本　忠義 （77歳）

中村一条通4丁目

利岡

地域福祉向上

地域福祉向上や交通安全推進

善行表彰 （２名）

〈左から〉

下段左から

　　〃

上段左から

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

渡川3丁目

西土佐須﨑

西土佐江川

西土佐藤ノ川

西土佐江川﨑

中村大橋通4丁目

秋田

澤田　五十六（72歳）

岡山　静功（81歳）

阿部　統洋（52歳）

遠地　美千代（57歳）

山﨑　一二三（61歳）

土居　愛明（60歳）

安田　幸人（54歳）

１番目

４番目

１番目

２番目

３番目

４番目

５番目

さわだ いそろく

おかやま きよのり

あべ のぶひろ

えんち みちよ

やまさき ひふみ

どい よしとし

やすだ さちひと

市制施行10周年記念表彰 （７名）

[ 旧西土佐村との合併協議を

精力的に行い、四万十市発足後

も初代市長として行政改革に

取り組み、市政発展に貢献 ]

[ 中村市・西土佐村合併協議会

の学識委員として、自身の仕事

の傍ら精力的に協議に取り組

み四万十市誕生に貢献 ]
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日　　時　<予選会>
　　　　　5月23日（土）
　　　　　受付開始 11時　開会 11時45分
　　　　　結果発表 17時ごろ予定（当日発表）
　　　　　<生放送（本選）>
　　　　　5月24日（日）
　　　　　開場 11時　開演 11時45分　終演予定 13時30分
場　　所　市民スポーツセンター（安並4231）
放送予定　5月24日（日)　12時15分～13時（生放送）
　　　　　 <総合テレビ・ラジオ第1・国際放送>
【問い合わせ先】
　NHK高知放送局　☎088（823）2300（10時～18時／土・日・祝日を除く）　ホームページ http://www.nhk.or.jp/kochi/
　（市）総務課　☎（34）1804（8時30分～17時15分／土・日・祝日を除く）

　ＮＨＫ高知放送局と四万十市では、四万十市制施行・合併10周年を記念して
「ＮＨＫのど自慢」を実施します。

吉 幾三 市川 由紀乃

ゲスト

四万十市制施行・合併10年記念四万十市制施行・合併10年記念四万十市制施行・合併10年記念
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国
土
交
通
省
、高
知
県
な
ら
び

に
関
係
す
る
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
も
と
に
平
成
19
年
度
よ
り

実
施
し
て
き
ま
し
た
不
破
・
角
崎

地
区
の
堤
防
事
業
が
平
成
27
年
３

月
末
を
も
っ
て
完
成
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、市
街
地
の
無
堤

地
区
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
水
害
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
両
地
区
の
治
水
安
全
度
は

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
事
業
に
併
せ
県
道
や
周
辺
の
市
道
整
備
も
進
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、地
域
の
住
環
境
も
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

不
破
堤
防
事
業
竣
工

不破八幡宮上空付近から下流を撮影

■
竣
工
イ
ベ
ン
ト(

餅
投
げ)

■

　
不
破
・
角
崎
の
両
地
区
で
は
、不
破
堤
防
事
業
竣
工
式
典
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、堤
防
の
完
成
を
お
祝
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、左
記

の
と
お
り「
餅
投
げ
」を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
17
日（
日
）12
時
10
分
〜
12
時
30
分

場
　
所
　
角
崎
地
先

　
　
　
　（
四
万
十
川
と
後
川
の
合
流
点
付
近
の
堤
防
上
）

　
　
　
　※

小
雨
決
行（
大
雨
の
場
合
は
中
村
南
小
学
校
体
育
館
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）ま
ち
づ
く
り
課
　
☎（
３
４
）６
１
２
７

不破八幡宮上空付近から下流を撮影

四
万
十
市
政
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
漫
画
フ
ェ
ス

『
し
ま
ん
と
漫
博
！
』関
連
事
業

あ
な
た
×
ま
ん
が 

〜
く
す
ぶ
る
才
能
、発
見
す
る
け
ん
〜

　
近
年
、世
界
で
も
日
本
の
文
化
・
芸
術
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
「
漫
画
」
。
そ
の
漫
画
を
現
役
で
描
い
て
い
る

プ
ロ
漫
画
家
の
中
に
は
四
万
十
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漫

画
家
も
多
く
い
ま
す
。
今
回
、
四
万
十
市
政
施
行
・
合
併

10
周
年
記
念
漫
画
フ
ェ
ス
と
し
て「
し
ま
ん
と
漫
博
！
」

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
彼
ら
に
続
く
才
能
を
見
出
す

た
め
に
広
く
漫
画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
７
月
１
日(

水)

〜
17
日(

金)

募
集
対
象

　
個
人
応
募：

中
学
生
以
上

　
団
体
応
募

：

小
学
校
４
年
生
以
上

　※

市
内
、市
外
を
問
わ
ず
。

出
品
に
際
し
て

　
１ 

募
集
部
門

　
　 

①
ま
ん
が
部
門
　
②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部
門

　
２ 

テ
ー
マ
・
画
材

　
　 

自
由
。デ
ー
タ
で
の
出
品
、コ
ピ
ー
で
の
出
品
は
不
可
。

　
　 ※

た
だ
し
Ｃ
Ｇ
で
作
成
し
た
も
の
を
プ
リ
ン
ト
ア

　
　 

　
ウ
ト
し
た
も
の
は
可（
印
刷
紙
不
問
）。

　
３ 

原
稿
サ
イ
ズ
、出
品
点
数
等

　
　 

②
原
稿
サ
イ
ズ
　
Ａ
４
以
上
Ｂ
４
以
下
で
あ
る
こ
と

　
　 

③
出
品
点
数

　
　
　
ま
ん
が
部
門

　
　
　
　
・
１
人
２
作
品
ま
で(

ペ
ー
ジ
数
は
自
由)

　
　
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部
門

　
　
　
　
・
個
人
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で

　
　
　
　
・
団
体
応
募
は
１
団
体
１
作
品

　
４ 

審
査
員

　
　 

郷
土
出
身
漫
画
家
３
人

　
５ 

受
賞
に
つ
い
て

　
　 

各
部
門
、金
賞
１
点
、銀
賞
２
点
、各
審
査
員
賞
１

　
　 

点
を
選
考
し
、受
賞
者
に
は
賞
状
を
授
与
す
る
。　

　
６ 

注
意
事
項
等

　
　 

・
両
部
門
共
に
所
定
の
出
品
カ
ー
ド
に
必
要
事
項

　
　   

を
記
入
し
て
作
品
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　 

・
出
品
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

　
　   

り
ま
す
。

　
　 

・「
し
ま
ん
と
漫
博
！
」開
催
期
間
中
は
、出
品
作
品

　
　   
を
会
場
内
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
　 
・
入
賞
者
は
表
彰
式
で
審
査
員
か
ら
の
助
言
・
技
術

　
　   

的
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　 

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部
門
に
お
け
る
審
査
員
か
ら
の

　
　   

助
言
・
技
術
的
指
導
は
一
般
公
開
と
な
り
ま
す
。

　
　 

・
そ
の
他
、募
集
要
項
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

　
　   

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課（
市
立
中
央
公
民
館
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

ま
ん
ぱ
く
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は6月6日（日）　平成26年度四万十市防災標語「地域との　きずなで助かる　その命」

　
市
で
は
、災
害
か
ら
命
を
守
る
対
策
と
し
て
各
種
補

助
事
業
を
設
け
て
い
ま
す
。本
年
度
分
の
受
付
を
開
始

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
地
震
の
強
い
揺
れ
に
よ
り
、老
朽
化
し
た
住
宅
等（
居

住
の
用
に
供
し
て
い
な
い
倉
庫
、店
舗
等
の
非
住
宅
も

対
象
と
な
り
ま
す
。）が
倒
壊
す
れ
ば
、避
難
や
救
助
活

動
に
支
障
が
出
た
り
、隣
接
す
る
住
宅
に
倒
れ
か
か
っ

た
り
し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
老
朽
住
宅
等
の
除
却(

取
り
壊
し)

費
用
に

つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象（
補
助
要
件
）

　
・
四
万
十
市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

　 

さ
れ
た
住
宅
等
で
あ
る
こ
と
。

　
・
倒
壊
や
火
災
に
よ
り
周
囲
の
住
宅
や
避
難
路
等
に
被

　 

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
住
宅
等
で
あ
る
こ
と
。

　
・
住
宅
等
の
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の（
市

　 

の
定
め
た
老
朽
度
の
測
定
基
準
に
基
づ
い
て
審
査
し

　 

た
結
果
、老
朽
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
）。

◆
補
助
金
額
　
除
却
費
用
の
８
／
10（
上
限
１
０
０
万
円
）

◆
募
集
件
数
　
19
件

◆
申
し
込
み
方
法（
申
請
書
以
外
の
提
出
書
類
）

　
①
老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
申
請

　（
申
込
期
間…

５
月
29
日
ま
で
）

　
・
住
宅
の
位
置
図
お
よ
び
外
観
写
真

※

申
込
件
数
が
募
集
件
数
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、後

　
日
抽
選
を
行
い
、老
朽
住
宅
と
し
て
の
認
定
審
査
の

　
実
施
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

　
②
補
助
申
請

　
・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

　 

す
る
書
類

　
・
除
却
工
事
の
見
積
書（
内
訳
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
）

地
震
の
揺
れ
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の
の
１

つ
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、撤
去
お
よ
び
安
全

な
フ
ェ
ン
ス
等
へ
の
改
修
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件

　
緊
急
輸
送
路
ま
た
は
避
難
路
に
面
し
て
い
る
危
険
性

　
の
高
い
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等（※

）の

　
安
全
対
策
を
行
う
も
の（
高
知
県
に
登
録
し
た
工
務

　
店
ま
た
は
建
築
業
者
が
実
施
す
る
も
の
）。

※

補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
組
積
造
の
塀
、そ

　
れ
ぞ
れ
の
点
検
表
に
従
い
点
検
し
た
結
果
、安
全
対

　
策
が
必
要
と
評
価
さ
れ
た
も
の
。

◆
補
助
金
額
　
上
限
20
万
５
千
円

◆
募
集
件
数
　
16
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
家
具
や
家
電
等
を
固
定
し
て
い
な
い
場
合
、大
規
模

な
地
震
が
発
生
す
る
と
、そ
れ
ら
が
倒
れ
て
き
て
逃
げ

道
を
ふ
さ
い
だ
り
、ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。地
震
の
揺
れ
か
ら
身
を
守
り
、よ
り
安
全

で
迅
速
な
避
難
が
行
え
る
よ
う
家
具
転
倒
防
止
対
策
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
支
援
内
容

　
申
し
込
み
に
基
づ
き
、市
が
指
定
す
る
団
体（
事
業
者

　
ま
た
は
自
主
防
災
組
織
）に
家
具
等（
タ
ン
ス
、食
器

　
棚
、冷
蔵
庫
等
最
大
４
台
ま
で
）の
転
倒
防
止
資
機
材

　
の
取
り
付
け
作
業
を
依
頼
し
ま
す
。作
業
費
は
市
が

　
負
担
し
ま
す
が
、固
定
金
具
等
の
資
材
費
は
申
込
者

　
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
世
帯
　
全
世
帯
対
象

◆
募
集
世
帯
　
50
世
帯

①
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、住
宅
の
耐
震
度
を
調
査
し
ま
す
。

◆
対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

◆
補
助
金
額
　
木
造
住
宅
は
無
料

　
　
　
　
　
　
非
木
造
住
宅
は
約
３
万
３
千
円
の
補
助
。

◆
募
集
件
数
　
68
件

②
耐
震
設
計

　
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
１
・
０
未
満（
倒
壊
の
可
能
性

　
が
あ
る
）の
住
宅
を
、１
・
０
以
上（
一
応
倒
壊
し
な
い
）に

　
す
る
た
め
の
補
強
計
画
図
等
を
建
築
士
が
作
成
し
ま
す
。

◆
対
象
　
市
の
耐
震
診
断
を
受
診
し
、評
点
が
１
・
０
未

　
　
　
　
満（「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」）と
な
っ
た
住
宅

◆
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
２
／
３（
上
限
20
万
５
千
円
）

◆
募
集
件
数
　
35
件

③
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
設
計
で
作
成
し
た
補
強
計
画
図
等
を
も
と
に
工

　
事
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象

　
市
の
耐
震
診
断
、設
計
を
経
て
耐
震
改
修
工
事
を
行

　
う
住
宅

◆
補
助
金
額

　
か
か
っ
た
費
用
の
10
／
10（
上
限
92
万
５
千
円
）

◆
募
集
件
数
　
34
件

各
種
補
助
事
業
の
受
付
開
始
日

　
５
月
11
日（
月
）

市
役
所
３
階
地
震
防
災
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
に
は
、申
請
書
と
そ
の
他
必

　
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
、詳
し
い
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
３
５
）２
０
４
４

住
宅
耐
震
化
事
業

老
朽
住
宅
等
除
却
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
対
策
事
業

家
具
転
倒
防
止
対
策
事
業

災害に備えて ～防災関係補助事業のご案内～
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市
民
側
溝
清
掃
の
実
施
に
つ
い
て

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル
性
植
物

を
ネ
ッ
ト
に
は
わ
せ
る
よ
う
に
育
て
る
自
然
の
カ
ー

テ
ン
の
こ
と
で
す
。緑
の
カ
ー
テ
ン
に
は
室
温
の
上
昇

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、省
エ
ネ
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
な
が
る
地
球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
で
す
。節
電

対
策
に
も
な
り
、見
た
目
に
も
爽
や
か
な
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
、ご
家
庭
や
事
業
所
で
作
製
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
優
秀
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
人
、事
業

所
に
は
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

参
加
対
象

　
市
内
在
住
の
人（
家
庭
部
門
）

　
市
内
の
事
業
所（
事
業
所
部
門
）

手
続
き

　
事
前
の
参
加
登
録
と
８
月
〜
９
月
に
実
績
報
告
の
提

　
出
が
必
要
で
す
。　

参
加
登
録

　
５
月
29
日（
金
）ま
で
に「
参
加
登
録
用
紙
」に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、①
直
接
窓
口
ま
で
持
参
、②
郵
送
、③

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、④
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
環
境
生

　
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

登
録
用
紙
は
市
役
所
４
Ｆ
環
境
生
活
課
、支
所
地
域

　
企
画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10

　
四
万
十
市
役
所
　
環
境
生
活
課

　
☎（
３
４
）６
１
２
６     

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）７
４
６
６

E
-m
a
il : k

a
n
k
y
o
u
@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.ig
.jp

≪側溝の蓋上げ器具の貸出について≫

コンクリート製の側溝の蓋を上げる際に使用する器具を貸出します。器具の数に限りがありますので、

必要な地区は必ず事前に（市）まちづくり課 　☎（34）1826 までご連絡ください。

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
四
万
十
市
の
下
表
で
示
す
地
域
で
、市

民
側
溝
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
清
掃
は
四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
と
四
万
十
市
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

し
、「
環
境
美
化
活
動
の
日
」と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
す
。

　
道
路
側
溝
等
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で

悪
臭
防
止
・
害
虫
の
発
生
抑
制
等
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め

に
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

　
５
月
17
日（
日
）小
雨
決
行

　
★
雨
天
延
期
の
場
合
５
月
24
日（
日
）

　※

24
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止

【
注
意
事
項
】

　
・
草
や
木
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

　 

側
溝
内
に
あ
る
草
に
つ
い
て
は
、収
集

　 

を
行
い
ま
す
の
で
、ド
ブ
と
分
け
て
お

　 

い
て
く
だ
さ
い
。ま
れ
に
家
庭
の
植
木
・

　 

剪
定
木
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

　 

ま
す
が
、絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
お

　 

願
い
し
ま
す
。

　
・
ド
ブ
は
そ
の
ま
ま
道
路
端
へ
上
げ
て

　 

く
だ
さ
い
。

　
・
当
日
は
小
雨
決
行
で
す
。雨
模
様
の
場

　 

合
の
判
断
は
午
前
７
時
に
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）環
境
生
活
課 

☎（
３
４
）６
１
２
６

旧中村町内全域(不破・角崎を除く)、緑ヶ丘団地、カツラ山団地・四万十ニュータウン、

丸の内ハイランド

古津賀第1・2団地、安並団地、安並一部(運動公園西側付近)、雅ヶ丘団地、佐岡南の風団地

渡川1～3丁目、具同田黒1～3丁目、中組(森沢分岐以東)、赤松団地、自由ヶ丘団地、

自由ヶ丘東、栄団地、あいのさわ団地、中山団地、西組一部（みどり団地ほか）

井沢団地、松ノ山、下田、串江、水戸

楠島団地

有岡団地、民部の里

【実施地区】 

中村

東山

具同

下田

東中筋

中筋

　
市
で
は
、生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
一

律
30
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
申
請
の
受
付
開
始
日
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
掲
示
板
に

て
お
知
ら
せ
し
、そ
の
後
、先
着
順
に

よ
る
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
に
つ
い
て
の
条
件
、手
続
き
な

ど
、詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）上
下
水
道
課

     

　    

下
水
道
係

　
　
☎（
３
４
）６
１
２
９

　（
総
合
支
所
）

　
　
　
　
地
域
企
画
課

　
　
　
　
地
域
振
興
係

　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

合
併
浄
化
槽

設
置
補
助
事
業
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『
総
合
計
画
』『
産
業
振
興
計
画
』策
定
の
た
め
の
地
区
懇
談
会
の
報
告（
第
2
回
）

　
地
区
懇
談
会
で
の
主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
総
合
計
画
の

基
本
目
標
に
沿
っ
て
、2
回
目
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

【
第
３
章
　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
力
み
な
ぎ
る
ま

ち
づ
く
り
】

※
第
３
章
に
つ
い
て
は
、よ
り
具
体
的
な
取
組
内
容
を
示
す

　
個
別
計
画
と
し
て『
産
業
振
興
計
画
』を
策
定

Q15
農
業
分
野
の
戦
略
品
目
で
あ
る
ぶ
し
ゅ
か
ん
、栗
の
振
興

　
策
は
。

A
ぶ
し
ゅ
か
ん
に
つ
い
て
は
、苗
木
購
入
補
助
と
鳥
獣
害
対

　
策
と
し
て
防
護
柵
設
置
補
助
を
行
い
生
産
量
の
拡
大
を
図

　
る
と
と
も
に
、認
知
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
販
路
拡
大
の

　
取
組
を
両
輪
で
進
め
ま
す
。

　
栗
の
振
興
に
つ
い
て
は
、樹
園
地
の
再
整
備
と
生
産
量
の

　
確
保
を
図
り
ま
す
。ま
た
、作
業
し
や
す
い
耕
作
放
棄
地
等

　
へ
の
新
植
な
ど
、集
約
化
も
含
め
農
家
、関
係
機
関
等
と
連

　
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

Q16
集
落
営
農
の
推
進
は
。

A
座
談
会
、勉
強
会
等
の
開
催
に
よ
る
組
織
化
ま
で
の
支
援
、

　
ま
た
組
織
立
ち
上
げ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
充
実
、強

　
化
し
ま
す
。

Q17
四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
農
産
品
等
の
販
路
開
拓
に
関
す
る
生
産

　
者
等
へ
の
支
援
策
は
。

A
販
路
開
拓
・
拡
大（
商
談
会
や
展
示
会
、物
産
展
等
へ
の
出
展

　
等
）に
取
り
組
む
意
欲
あ
る
生
産
者（
個
人
・
組
織
・
グ
ル
ー

　
プ
等
）を
積
極
的
に
支
援
し
、市
内
の
農
産
　
物
の
地
産
外

　
商
を
推
進
し
ま
す
。

Q18
木
材
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
な
か
で
の
林
業
振
興
対
策
は
。

A
木
材
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、長
伐
期
施
業
に
よ

　
り
優
良
大
径
材
の
産
地
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、適
切
な
皆

　
伐
、間
伐
を
実
践
す
る
な
か
、施
業
の
効
率
化
と
再
造
林
、

　
育
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
実
践
し
ま
す
。再
造
林
後
の
育
林

　（
下
刈
り
）費
用
や
鳥
獣（
鹿
、猪
な
ど
）対
策
が
課
題
で
す

　
の
で
、国
・
県
へ
も
要
望
し
支
援
拡
充
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

Q19
林
業
事
業
体
の
参
入
拡
大
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
組
は
。 

A
林
業
事
業
体
や
林
業
技
術
者
の
育
成
支
援
や
森
林
組
合
の

　
経
営
力
の
強
化
に
取
り
組
む
一
方
、施
業
の
効
率
化
と
低

　
コ
ス
ト
化
に
向
け
作
業
道
や
林
業
機
械
導
入
へ
の
支
援
な

　
ど
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
支
援
し
ま
す
。

Q20
四
万
十
川
の
水
産
資
源
の
回
復
、増
殖
に
つ
い
て
、ど
の
よ

　
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
水
産
資
源
の
回
復
、増
殖
に
向
け
、資
源
量
等
の
調
査
・
研

　
究
や
生
育
・
漁
場
環
境
の
保
全
・
整
備
、栽
培
漁
業
な
ど
総

　
合
的
に
推
進
し
ま
す
。ま
た
、漁
場
利
用
の
新
た
な
ル
ー
ル

　
作
り
や
資
源
保
護
・
管
理
等
の
情
報
発
信
の
強
化
な
ど
に

　
よ
り
、漁
業
者
や
市
民
の
意
識
醸
成
と
取
組
へ
の
参
画
を

　
図
り
ま
す
。

Q21
旧
校
舎
な
ど
を
活
用
し
て
企
業
誘
致
は
で
き
な
い
か
。

A
豊
か
な
環
境
を
背
景
に
旧
校
舎
や
古
民
家
な
ど
を
利
活
用

　
し
、必
要
な
通
信
環
境
を
備
え
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の

　
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

Q22
西
土
佐
道
の
駅
の
独
自
性
と
他
の
道
の
駅
と
の
連
携
は
。 

A
国
道
3
8
1
線
沿
い
の
道
の
駅
と
の
連
携
に
よ
り
、そ
れ

　
ぞ
れ
の
誘
客
に
つ
な
げ
よ
う
と
仕
組
づ
く
り
を
進
め
て
い

　
ま
す
。窪
川
や
宇
和
島
へ
流
れ
る
観
光
客
を
中
村
地
域
へ

　
呼
び
込
む
こ
と
も
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

　
多
様
な
地
域
産
品
の
販
売
、観
光
情
報
の
発
信
や
周
辺
施

　
設
等
と
の
連
携
の
拠
点
と
し
て
、四
万
十
市
の
特
色
を
打

　
ち
出
し
、集
客
・
回
遊
性
を
高
め
ま
す
。

Q23「
四
万
十
を
ま
る
ご
と
発
信
、販
売
」に
重
点
的
に
取
組
み
、

　
発
信
で
き
る
人
、新
し
い
事
業
を
お
こ
す
人
な
ど
能
力
の

　
あ
る
人
材
の
発
掘
、育
成
と
い
っ
た
政
策
の
推
進
を
。

A
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
商
品
開
発
や
販
路
開

　
拓
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、地
域
産
品
の
発
信
、

　
販
売
に
意
欲
的
な
事
業
者
が
集
ま
る
組
織
も
立
ち
上
が
っ

　
て
お
り
、産
業
間
連
携
等
に
よ
る
取
組
の
中
核
と
な
る
人

　
材
、組
織
を
育
成
し
、地
産
外
商
を
推
進
し
ま
す
。

Q24
産
業
振
興
で
、お
祭
り
や
お
き
ゃ
く
文
化
等
を
活
か
し
て

　
は
ど
う
か
。

A
一
條
大
祭
や
大
文
字
の
送
り
火
、お
き
ゃ
く
文
化
な
ど
歴

　
史
・
文
化
に
関
連
す
る
行
事
を
は
じ
め
市
内
各
地
で
多
様

　
な
実
施
主
体
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、そ
の

　
効
果
等
を
検
証
し
観
光
商
品
と
し
て
磨
き
上
げ
、滞
在
に

　
つ
な
が
る
観
光
商
品
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
企
画
調
整
係
　
☎（
3
4
）1
1
2
9

地区懇談会
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平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
で
、全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。市
で
は
調
査
を
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
、調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、日
本
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、統
計
法
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
、最
も
基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
・
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、税
務
、警
察
、選
挙
に

　 

直
接
関
係
の
な
い
方

　
・
暴
力
団
等
と
関
わ
り
の
な
い
方

　
・
調
査
で
知
り
得
た
内
容
の
秘
密
保
護
が
で
き
、責

　 

任
を
も
っ
て
調
査
が
で
き
る
方

●
応
募
人
数
　
約
２
２
０
名

●
報
酬
予
定
額（
交
通
費
な
ど
の
諸
経
費
含
む
）

　
・
１
調
査
区（
お
お
む
ね
50
世
帯
）担
当
の
場
合
　

　
　 

３
万
円
か
ら
５
万
円

　
・
２
調
査
区（
お
お
む
ね
１
０
０
世
帯
）担
当
の
場
合

　
　 

５
万
円
か
ら
８
万
円

　※

最
終
的
な
調
査
世
帯
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
身
分
　
　

　
　
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

●
任
命
期
間

　
　
８
月
上
旬
〜
11
月
上
旬（
３
カ
月
間
程
度
）

●
主
な
仕
事
の
内
容

　
・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席（
８
月
中
旬
〜
）

　
・
担
当
調
査
区
内
の
地
図
と
名
簿
の
作
成

　
・
調
査
の
依
頼
と
調
査
票
等
の
配
布
、回
収

　
・
調
査
票
未
提
出
世
帯
の
訪
問
回
収

　
・
回
収
し
た
調
査
票
の
整
理
と
市
へ
の
提
出（
10
月
下
旬
）

●
前
回（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）と
の
主
な
変
更
点

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
す
。イ
ン
タ
ー

　 

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
済
ん
で
い
る
と
あ
ら
か
じ
め
確
認
さ
れ

　 

た
世
帯
に
は
、紙
の
調
査
票
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

　
・
調
査
票
を
封
入
す
る
か
し
な
い
か
は
世
帯
が
選
択
し
ま
す
。封

　 

を
し
て
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、調
査
員
は
開
封
・
点
検
し
ま
せ

　 

ん
。 

ま
た
、調
査
票
は
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
、そ
の

　 

場
合
は
調
査
員
を
通
さ
ず
市
に
届
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
　

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
・
郵
送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
】　

　
企
画
広
報
課
、支
所
地
域
企
画
課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
込
用
紙
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
電
子
申
請
】　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、専
用
フ
ォ
ー
ム
に
必
要

　
事
項
を
入
力
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

調
査
の
際
に
携
行
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る「
調
査
員
証
」

　
　
に
貼
付
す
る
顔
写
真
を
、申
込
用
紙
提
出
の
際
、あ
る
い
は

　
　
電
子
申
請
の
場
合
は
日
程
調
整
の
う
え
撮
影
さ
せ
て
い
た

　
　
だ
き
ま
す
の
で
、ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
　（
採
用
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
撮
影
し
ま
す
。）

●
応
募
期
限
　
６
月
30
日（
火
）

●
採
用
の
通
知  

　
採
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、応
募
期
限
後
に
決
定
次
第
ご
通
知

い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
中
村
地
域：

（
本
庁
）企
画
広
報
課
企
画
調
整
係

　
☎（
３
４
）１
１
２
９

　
西
土
佐
地
域：

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
地
域
振
興
係

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

平成27年国勢調査　調査員募集

移
住
支
援
住
宅
に

修
繕
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
移
住
支
援
に
使
用
す
る
住
宅
の
修
繕
・

改
修
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
事
業
完
了
後
５
年
間
、そ
の
住
宅
を

　
移
住
支
援
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
者
　
次
の
①
、②
の
ど
ち
ら
か

　
①
住
宅
の
所
有
者

　
②
移
住
希
望
者
で
高
知
県
外
に
５
年
以
上
継
続

　
　
し
て
住
所
を
有
す
る
人
、も
し
く
は
移
住
を

　
　
し
て
１
年
を
経
過
し
な
い
人

補
助
対
象
住
宅

　
市
内
に
所
在
す
る
住
宅
で
、現
在
誰
も
居
住
し
て

　
い
な
い
、も
し
く
は
申
請
者
の
右
記
②
に
該
当
す

　
る
補
助
対
象
者
が
居
住
を
し
て
い
る
住
宅
。

補
助
対
象
経
費
　

　
住
宅
の
修
繕
・
改
修
に
か
か
る
費
用
、委
託
料
、

　
工
事
請
負
費
、需
用
費
、役
務
費
、荷
物（
産
業
廃

　
棄
物
及
び
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
は
除
く
）

　
の
処
分
費
等

補
助
率
　
10
／
10（
補
助
金
上
限
額
50
万
円
）

募
集
期
間
　
６
月
１
日（
月
）ま
で
　

※

補
助
条
件
等
に
つ
い
て
、お
気
軽
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
で
は
移
住
希
望
者
に
賃
貸
す
る
住
宅

　
を
探
し
て
い
ま
す
。空
き
家
を
お
持
ち
の
人
は

　
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課

　
☎（
３
４
）１
１
２
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７
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経
営
所
得
安
定
対
策
と
は
？

　
販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、そ
の
差

額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
経

営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を

図
る
も
の
で
す
。交
付
金
は
作
付
面
積

に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
主
な
対
象
作
物

・
生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食

用
米
を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

・
水
田
で
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
・
地

域
の
特
色
あ
る
産
品(

産
地
戦
力

枠)

を
生
産
販
売
す
る
農
業
者

平
成
27
年
度

　
　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

日　　　時

５月11日（月）

1回目受付　14：00 ～

2回目受付　18：00 ～

５月12日（火）

1回目受付　14：00 ～

2回目受付　18：00 ～

５月13日（水）

1回目受付　14：00 ～

2回目受付　18：00 ～

５月14日（木）

1回目受付　14：00 ～

2回目受付　18：00 ～

５月15日（金）

1回目受付　14：00 ～

2回目受付　18：00 ～

５月17日（日）

1回目受付　14：00 ～

受付場所

四万十市竹島4294-1

　四万十農園あぐりっこ

会議室

四万十市蕨岡甲314

　JA高知はた中村東部出

張所2階会議室

四万十市国見581

　JA高知はた中村西部出

張所2階会議室

四万十市岩田3

　JA高知はた中村北部出

張所2階会議室

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

四万十市右山五月町7-40

　JA高知はた本所

　3階中ホール

対象地区

下田・八束地区

富山・蕨岡地区

中筋・東中筋地区

後川・大川筋地区

東山・具同・中村

全地域

【受付日程】

【問い合わせ先】（市）農林課　農業振興係　☎（34）1117　JA高知はた中村支所　販売課　☎（34）3200

4月10日付けで四万十市農業委員会委員が改選されました。
任期は3年間となります。農地や農業に関する相談をお受けしますのでよろしくお願いいたします。

会　　　　長：　福留　宣彦　　　会長職務代理者：　岡村　英幸
農地部部会長：　正木　卓夫　　　農振部部会長：　武井　健治

任期　平成27年4月10日～平成30年4月9日

【問い合わせ先】（市）農林課農地管理係（農業委員会事務局）　☎（34）1521

四万十市農業委員会委員改選のお知らせ

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

担当（推薦団体）

半家･長生

八束地区

本村･中組･権谷･押谷

蕨岡地区(市議会)

黒尊･口屋内･奥屋内･玖木

藤ノ川

大川筋地区

中筋地区

大宮下･大宮中･大宮上

下家地･中家地

富山地区

薮ヶ市･須崎

岩間･中半

部会

農振

農地

農地

農振

農振

農地

農地

農地

農地

農振

農振

農地

農振

番号

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

氏　　名

清水　優志

新玉　年一

小野　芳夫

正木　卓夫

滝平　繁行

中川美智代

尾﨑　征洋

福留　宣彦

上岡　譽啻

濱田　正史

畠中　温喜

伊勢脇　猛

武井　健治

担当（推薦団体）

東中筋地区

橘･津野川･津賀

下田地区

具同地区

方の川･西ヶ方･下方

宮地･奈路･館・用井(市議会)

東山地区

蕨岡地区(高知はた農協)

中村地区

中筋地区（農業共済組合）

下田地区

富山地区

後川地区

部会

農地

農地

農振

農地

農振

農振

農地

農振

農振

農振

農地

農地

農振

氏　　名

竹村　光一

加用　雅啓

安藤　久徳

谷崎　容子

山口　昇彦

遠地美千代

弘田　美和

笹岡　紀昭

岡村　英幸

井上　文一

伊勢𦚰精藏
上﨑　　保

土居　忠栄
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た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業

農
地
の
貸
し
借
り
に
伴
う

　
　
　
賃
借
料
の
お
知
ら
せ

　
農
地
の
貸
し
借
り
を
し
よ
う
と
す
る
方
々
へ
賃
借

料
の
参
考
に
な
る
よ
う
、平
成
26
年
１
月
〜
12
月
ま
で

に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借（
利
用
権
設
定
）の
賃

借
料
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
10
ａ
当
た
り
は
、左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【備考】賃借料をコメで物納している場合は、60㎏当たり10,700円（幡多地域コシ
ヒカリー等　平成26年8月第2週JA出荷単価、12月精算金含む）に換算しています。
　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※農地の貸し借り、売買および転用については市ホームページをご参照ください。
http ://www.c ity .sh imanto . lg . jp/gyose i/nougyou/ index.html

【問い合わせ先】（市）農林課農地管理係（農業委員会事務局）　 ☎（34）1521　

市全域
基盤整備済み農地（138筆）

基盤整備未実施農地（141筆）

平均額

10,800

10,600

最高額

16,100

11,000

最低額

10,000

8,000

■田  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円/10a）

市全域

締結（公告）された地域

基盤整備済み農地（17筆）

基盤整備未実施農地（11筆）

平均額

21,200

11,500

最高額

64,200

26,000

最低額

10,000

10,000

■畑  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円/10a）

締結（公告）された地域

　
　
市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
化
学
肥
料
に

頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
内
で
生
産
し
販
売

さ
れ
て
い
る
畜
産
た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

●
対
象
　
市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

●
助
成
対
象
期
間
に
つ
い
て
　

　
購
入
・
委
託
前
に
事
前
に
交
付
申
請
を
し
た
も
の
で
平
成

　
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

●
助
成
内
容
　

　
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　
畜
産
た
い
肥
・
も
み
が
ら
た
い
肥
な
ど
の
購
入
費
の
１
／
３

　
以
内
を
助
成（
上
限
額

：

個
人
２
万
円
、団
体
５
万
円
）

　
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　
農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た
経
費

　
の
１
／
３
以
内
を
助
成

【
主
な
た
い
肥
の
販
売
先
】

　
岡
村
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）　 

☎（
3
7
）0
3
8
6

　
安
田
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）　 

☎（
3
5
）2
5
8
4

　
竹
村
綜
合
建
設（
土
壌
お
た
す
け
く
ん【
鶏
ふ
ん
た
い
肥
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
☎（
5
2
）1
5
2
1

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
西
土
佐
支
所（
山
西
有
機
肥
料【
牛
ふ
ん
た
い
肥
】）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
☎（
5
2
）1
0
0
7

　
四
万
十
市
有
機
物
供
給
施
設（
も
み
が
ら
た
い
肥【
鶏
ふ
ん
た
い
肥
】）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
☎（
5
4
）1
5
4
5

※
た
い
肥
の
運
搬
方
法
・
価
格
に
つ
い
て
は
販
売
先
へ
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
　
　
庁
）農
林
課
農
業
振
興
係
　
☎（
３
４
）１
１
１
７

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　      

　
☎（
５
２
）１
１
１
１

★農地の賃借料（平成26年1月～12月）

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
、第
４
期

対
策（
期
間：

平
成
27
年
度
〜
平

成
31
年
度
の
5
年
間
）が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
制
度
は
、中
山
間
地
域（
大

川
筋
地
域
、富
山
地
域
、西
土
佐

地
域
等
）な
ど
農
業
生
産
条
件
の

不
利
な
地
域
に
お
い
て
、5
年
以

上
農
業
を
続
け
る
こ
と
を
条
件

に
農
業
者
の
方
々
に
対
し
て
、交

付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
交
付
に
は
、条
件（
面
積
要
件
、

傾
斜
要
件
）等
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）農
林
課 

農
業
振
興
係

　
　
☎（
3
4
）1
1
1
7

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課

　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

平
成
27
年
度 

第
４
期

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

区分

急傾斜（1/20以上）

緩傾斜（1/100～1/20）

急傾斜（15度以上）

緩傾斜（8度～ 15度）

交付単価

円/10ａ

21,000

8,000

11,500

3,500

地目

田

畑

※平成27年度から集落連携・機能維持加算の一部拡充および超急傾斜農地保全管理加算（田：
　1/10以上、畑：20度以上・単価：田畑6,000円/10a）が新設となりました。
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４
月
号
に
続
き
、３
月
市
議
会
定
例
会
に

お
け
る
市
長
施
政
方
針（
要
旨
）に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。

　第
３
章

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
力
み
な

ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

【
農
業
振
興
】

　
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

新
規
就
農
者
の
育
成
は
本
市
農
業
の
維
持
・

発
展
に
欠
か
せ
な
い
取
組
で
あ
り
、現
在
、四

万
十
農
園
と
西
土
佐
農
業
公
社
で
３
人
の
研

修
生
を
受
入
れ
て
い
る
ほ
か
、実
践
農
家
で

４
人
が
就
農
に
向
け
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、本
年
度
、研
修
を
終
え
新
た
な
農
業
者

と
し
て
６
人
が
営
農
を
開
始
。
こ
う
し
た
新

規
就
農
者
に
対
し
て
営
農
計
画
や
資
金
利
用

計
画
、事
業
導
入
な
ど
引
き
続
き
総
合
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

継
続
的
に
研
修
生
を
受
入
れ
、担
い
手
と
な

る
農
業
者
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、農
業
後
継
者
の
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

集
落
を
多
く
抱
え
る
本
市
に
お
い
て
は
、農

業
経
営
の
安
定
化
や
効
率
化
、地
域
の
活
性

化
の
た
め
の
集
落
営
農
の
組
織
の
拡
充
が
必

要
。
本
年
度
は
新
た
に
佐
田
、勝
間
川
、入
田
、

大
屋
敷
、用
井
・
橘
、藤
ノ
川
で
６
つ
の
組
織

が
立
ち
上
が
り
、合
せ
て
31
の
組
織
が
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
内
、３
つ
の
組
織

は
確
固
た
る
経
営
体
と
し
て
永
続
性
を
確
保

で
き
る
法
人
と
な
り
、既
存
組
織
も
法
人
化

の
検
討
を
し
て
い
る
。ま
た
、
24
の
集
落
が
市

の
主
催
す
る
集
落
営
農
研
究
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、組
織
設
立
を
目
指
し
て
研
究
し

て
い
る
ほ
か
、関
係
機
関
が
地
区
に
入
り
集

落
座
談
会
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

年
々
組
織
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
も

既
存
組
織
の
支
援
や
新
た
な
組
織
設
立
に
向

け
た
取
組
を
強
力
に
行
う
。

　
土
地
基
盤
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、本

年
度
か
ら
入
田
地
区
で
工
事
に
着
工
し
、平

成
30
年
度
に
は
約
41
ha
が
整
備
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、同
地
区
で
は
並
行
し
て
法
人
化
し
た

集
落
営
農
組
織
が
設
立
さ
れ
、本
市
の
農
業

経
営
の
成
功
事
例
と
な
る
よ
う
期
待
を
し
て

い
る
。利
岡
地
区
、三
里
地
区
に
お
い
て
も
来

年
度
か
ら
計
画
概
要
書
の
作
成
に
取
り
掛
か

り
、施
行
申
請
を
行
う
予
定
。そ
の
他
の
地
域

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
土
地
基

盤
の
改
良
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、持
続
で

き
る
農
業
構
造
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

　
本
市
産
業
振
興
計
画
の
農
業
分
野
の
戦
略

の
柱
と
し
て
、ぶ
し
ゅ
か
ん
や
栗
な
ど
の
産
地

づ
く
り
を
掲
げ
て
い
る
。ぶ
し
ゅ
か
ん
は
、本

市
の
食
文
化
に
根
付
き
、ま
た
独
自
性
を
発
揮

で
き
、農
家
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
品
目
な
の

で
、積
極
的
に
奨
励
し
て
い
く
。具
体
的
に
は
、

苗
木
代
や
鳥
獣
被
害
防
護
柵
、収
穫
や
集
出
荷

の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、認
知
度
ア
ッ

プ
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、市
内
外
の
物
産
展

や
県
外
の
量
販
店
な
ど
各
種
媒
体
で
の
Ｐ
Ｒ

強
化
を
図
る
。西
土
佐
地
域
を
中
心
に
栽
培
し

て
い
る
栗
は
、近
年
、高
齢
化
等
に
よ
り
生
産

量
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
が
、一
方
で
四
万

十
の
栗
と
し
て
需
要
が
高
く
、生
産
が
追
い
つ

か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。こ
の
た
め
、農

家
の
所
得
・
生
産
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、荒

廃
し
た
栗
園
の
縮
間
伐
の
支
援
や
苗
木
代
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、特
色
の
あ
る
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
。本

市
農
産
物
の
基
幹
作
目
で
あ
る
米
は
価
格
低

迷
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
生
産
者
に
と
っ
て
厳

し
い
情
勢
で
あ
り
大
変
な
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
安
定
し
た
販
路
を
確
保
し
有
利
な
価
格

で
販
売
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、本

年
度
実
施
し
た
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
元

に
、試
験
的
な
販
売
や
流
通
業
者
へ
の
商
談
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、ブ
ラ

ン
ド
化
の
実
現
に
向
け
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

【
林
業
振
興
】

　
本
年
度
施
行
の
四
万
十
市
有
林
管
理
条
例

に
位
置
付
け
た
四
万
十
市
有
林
経
営
計
画
に

基
づ
き
、森
林
経
営
計
画
を
策
定
。こ
れ
に
よ

り
、県
補
助
の
対
象
林
齢
の
上
限
が
拡
大
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、今
後
も
中
長
期
的

視
点
か
ら
、搬
出
間
伐
を
進
め
て
い
く
。

　
一
方
で
、市
の
森
林
面
積
の
大
部
分
を
占

め
る
民
有
林
の
整
備
促
進
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、来
年
度
は
、森
林
組
合
、林
業
事

業
体
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、点
在
す
る
施

業
箇
所
の
集
約
化
や
施
業
方
針
な
ど
、具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
木
材
価
格
の
低
迷
が
続
く
中
、宿
毛

市
平
田
に
完
成
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

４
月
よ
り
本
格
稼
働
し
、こ
れ
ま
で
山
に
捨

て
ら
れ
て
い
た
間
伐
材
な
ど
を
発
電
用
や
ペ

レ
ッ
ト
の
原
材
料
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、森
林
資
源
の
活
用
に
よ

る
林
業
の
振
興
が
期
待
さ
れ
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
、昨

年
度
か
ら
、国
の
報
償
金
上
乗
せ
と
新
規
狩

猟
者
に
対
す
る
補
助
な
ど
に
よ
り
捕
獲
頭
数

が
増
加
し
て
き
て
お
り
、引
き
続
き
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

【
雇
用
対
策
】

　
ア
ロ
イ
ン
ス
製
薬
㈱
以
来
13
年
ぶ
り
の
企

業
誘
致
と
な
る
Ｅ
．Ａ
．高
知
コ
ン
タ
ク
ト
セ

ン
タ
ー
㈱
が
、昨
年
３
月
よ
り
、起
業
支
援
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
を
活
用
し
た
１
年
間
の

人
材
育
成
を
経
て
、今
月
３
月
１
日
よ
り
本

格
的
に
稼
働
さ
れ
て
い
る
。

　
当
該
企
業
は
当
初
50
名
で
研
修
を
ス
タ
ー

ト
し
、適
性
等
の
問
題
か
ら
退
職
す
る
方
も

い
た
が
、最
終
的
に
は
31
名
が
正
社
員
、５
名

が
契
約
社
員
と
し
て
継
続
雇
用
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
業
務
の
委
託
先
も
大
手
通
信
会
社
を
は
じ

め
、国
内
の
様
々
な
業
種
の
法
人
を
擁
し
て

お
り
、安
定
的
な
業
務
量
が
確
保
で
き
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
業
務
量
は
増
加
す
る
見
込

で
あ
り
、今
後
１
年
間
で
新
た
に2

0

名
程
度

の
人
材
を
確
保
し
た
い
意
向
が
あ
る
と
も
聞

い
て
い
る
。

　
平
成
23
年
度
に
市
で
実
施
し
た
商
工
業
調

査
で
は
、約
２
４
０
０
社
の
事
業
所
数
を
有

す
る
本
市
に
お
い
て
、
30
人
以
上
の
従
業
員

を
擁
す
る
事
業
所
は
、５
社
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、当
該
企
業
は
、将
来

的
に
１
０
０
名
の
地
域
雇
用
を
行
う
こ
と
を

設
立
当
初
か
ら
の
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、市
も
引
き
続
き
、人
材
確
保
、人
材
育
成

等
へ
の
支
援
を
行
い
、雇
用
の
場
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、正
規
雇
用
と
な
っ
た
方
の
７
割
以

上
が
女
性
で
占
め
て
い
る
の
で
、結
婚
、出
産

後
も
長
く
活
躍
で
き
る
職
場
の
創
出
は
、人

口
流
出
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
。

【
観
光
振
興
】

　
近
年
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
は
、訪
れ
る
地
域

の
自
然
、生
活
文
化
、人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求

め
る
交
流
型
・
個
人
型
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、本
市
に
お
い
て
も
、食
や
体
験
等
を
通
し

て
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
に
、癒
し
や

安
ら
ぎ
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
四
万
十
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、近
年
増

加
傾
向
に
は
あ
る
が
、ま
だ
ま
だ
通
過
型
観

光
客
が
多
く
、自
然
や
食
等
を
か
ら
め
た
魅

力
あ
る
体
験
を
効
果
的
に
発
信
し
、滞
在
型

平
成
27
年
３
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）下
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観
光
客
や
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、台

湾
や
香
港
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

か
ら
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、全
国
的
に

も
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や

２
０
２
０
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、各
観
光
地
に
お
け

る
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
合
戦
も
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、四
万
十
市
に
し
か
な
い
魅
力
づ

く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
く
。

　
こ
の
た
め
、来
年
度
は
、い
か
に
四
万
十
市

を
魅
力
的
な
観
光
地
と
し
て
作
り
上
げ
、発

信
し
て
い
く
か
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
官
民
連

携
に
よ
る
観
光
振
興
に
取
り
組
む
。

　「
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」で
の
宿

泊
者
調
査
に
よ
る
と
、高
知
県
は
食
に
対
す

る
満
足
度
が
非
常
に
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
は
、太
平
洋
や
山
里
か
ら
の
恵
み
に

加
え
、清
流
四
万
十
川
の
幸
を
は
じ
め
と
し

た
多
彩
な
地
元
食
材
や「
中
村
の
塩
た
た
き
」

の
よ
う
な
自
慢
の
郷
土
料
理
が
多
く
、こ
れ

ら
の
食
を
全
国
レ
ベ
ル
で
の
認
知
度
向
上
に

繋
げ
て
い
く
よ
う
取
り
組
む
。

　
ま
た
、カ
ヌ
ー
や
遊
覧
船
以
外
に
も
四
万

十
川
を
活
用
し
た
新
た
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

掘
り
起
し
や
、主
に
教
育
旅
行
を
対
象
と
し

た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
一
般
旅
行
者
向
け
に
再

編
す
る
な
ど
、宿
泊
と
体
験
、イ
ベ
ン
ト
等
を

一
元
化
し
た
観
光
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い

く
。
　
一
方
、本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の

お
も
て
な
し
対
応
と
し
て
、多
言
語
対
応
の

観
光
案
内
板
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、観

光
施
設
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
や
外
国
語
版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
加
え
て
、「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」

の
中
か
ら
市
の
観
光
振
興
に
期
待
の
持
て
る

方
を「
四
万
十
市
観
光
大
使
」と
し
て
委
嘱
し
、

本
市
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
全
国
へ
情
報

発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、四
万
十
市
の

知
名
度
向
上
と
観
光
振
興
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。

【
西
土
佐
道
の
駅
の
整
備
】

　
平
成
28
年
２
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
西
土
佐
道
の
駅
は
、現
在
の「
ふ
る
さ
と
市
」

を
拡
充
す
る
形
で
、消
防
分
署
跡
地
と
そ
の

周
辺
を
含
め
国
道
４
４
１
号
を
挟
ん
だ
敷
地

に
整
備
す
る
計
画
。
新
消
防
分
署
建
築
工
事

が
、作
業
員
不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り
遅
れ
、

新
消
防
分
署
へ
の
引
越
し
が
４
月
に
な
る
予

定
だ
が
、道
の
駅
の
整
備
工
程
へ
の
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
施
設
の
概
要
は
、国
道
東
側
の
敷
地
に
は

木
造
平
屋
建
て
の
展
望
デ
ッ
キ
等
を
整
備
し
、

国
道
西
側
へ
整
備
す
る
主
要
な
施
設
は
木
造

一
部
二
階
建
て
で
、地
域
の
野
菜
や
加
工
品

の
直
売
な
ど
を
行
う「
ふ
る
さ
と
市
」と
、西

土
佐
な
ら
で
は
の
目
玉
と
し
て
川
の
鮮
魚
を

扱
う「
四
万
十
川
あ
ゆ
市
場
」、そ
し
て
、ケ
ー

キ
や
焼
き
菓
子
な
ど
を
販
売
す
る「
ス
ト

ロ
ー
ベ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」の
三
部
門
を
計
画
し

て
い
る
。

　
建
物
は
狭
隘
な
敷
地
に
一
定
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
な
が
ら
、四
万
十
川
に
架

か
る
沈
下
橋
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
用
し
た
も
の

で
、施
設
内
外
の
賑
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、ガ
ラ
ス
張
り
で
透
明
感
の

あ
る
建
物
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、道
の
駅
施
設
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

や
サ
イ
ン
等
の
デ
ザ
イ
ン
関
係
に
つ
い
て
は
、

運
営
主
体
と
な
る
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
組
合

を
中
心
に
関
係
団
体
と
の
協
議
を
重
ね
、地

元
住
民
や
整
備
検
討
幹
事
会
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
策
定
を
進
め
、施
設
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、「
道
の
駅 

よ
っ
て 

に
し
と
さ
」に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、来
年
度
に
本

格
化
す
る
開
業
準
備
活
動
に
お
い
て
、広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予
定
。

第
４
章

豊
か
な
心
と
学
び
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

【
学
力
向
上
】

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、各
種
学
力
調
査
結

果
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、小
学
校
の

学
力
は
概
ね
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

中
学
年
以
降
は
学
力
の
二
極
化
が
表
れ
る
と

と
も
に
、国
語
の
活
用
力
に
課
題
が
あ
る
こ

と
が
見
え
て
き
た
。
中
学
校
の
学
力
は
基
礎

的
な
内
容
の
定
着
に
つ
い
て
は
改
善
傾
向
が

う
か
が
え
る
が
、１
年
生
の
学
習
内
容
の
定

着
に
課
題
が
見
ら
れ
、２
年
生
か
ら
の
学
習

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
思
考
力
、

判
断
力
、表
現
力
等
が
求
め
ら
れ
る
活
用
の

能
力
に
引
き
続
き
課
題
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、学
校
が
実
践
し
て
い
る
取
組
を
全

体
で
確
認
し
、定
期
的
な
振
り
返
り
を
し
て

い
る
学
校
は
、成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と

も
見
え
て
き
た
。

　
市
内
25
校
は
、規
模
、地
域
性
、学
力
や
生

徒
指
導
の
状
況
も
様
々
で
あ
り
、強
み
も
あ

れ
ば
弱
み
も
あ
る
。本
年
度
、学
校
の
組
織
力

を
高
め
、課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
、
25
校
全

て
の
学
校
に
研
究
テ
ー
マ
を
課
し
、一
校
一

役「
オ
ー
ル
　
四
万
十
」指
定
研
究
を
実
施
し

て
き
た
。

　
来
年
度
に
つ
い
て
は
、本
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
各
種
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

学
習
の
土
台
と
な
る
言
語
活
動
の
更
な
る
充

実
の
た
め
に
、図
書
館
と
の
連
携
、学
校
図
書

の
充
実
の
た
め
の
環
境
整
備
等
、読
書
活
動

の
推
進
と
学
校
図
書
の
活
用
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、生
活
に
関
す
る
調
査
か
ら
、本
市
の

子
供
た
ち
は
、将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て

い
る
割
合
が
、全
国
よ
り
高
い
結
果
が
出
て

お
り
、子
供
た
ち
が
自
分
の
夢
や
目
標
を
実

現
で
き
る
よ
う
、四
万
十
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、子
供
た

ち
の
成
長
を
学
校
、家
庭
、地
域
が
協
働
し
て

育
む「
オ
ー
ル
　
四
万
十
」で
の
教
育
風
土
づ

く
り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

【
中
学
校
給
食
】

　
中
村
地
域
の
中
学
校
給
食
は
、具
同
小
学

校
に
併
設
す
る
新
た
な
調
理
場
の
設
計
が
完

了
し
、来
年
度
建
設
に
着
手
す
る
予
定
。

　
新
た
に
建
設
す
る
調
理
場
は
、具
同
小
学

校
と
中
村
西
中
学
校
の
給
食
を
提
供
す
る
こ

と
と
し
、中
村
地
域
の
残
り
の
21
の
小
中
学

校
に
つ
い
て
は
、「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し

や
ま
」が
東
山
小
学
校
と
下
田
、八
束
地
区
の

５
つ
の
小
中
学
校
の
計
６
小
中
学
校
へ
、「
ス

ク
ー
ル
ミ
ー
ル
な
か
む
ら
み
な
み
」が
残
り

の
15
の
小
中
学
校
へ
提
供
す
る
計
画
。

　
中
学
校
給
食
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
５
章

健
や
か
で
笑
顔
の
あ
る
支
え
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り

【
高
齢
者
福
祉
】

　
こ
れ
ま
で
も
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

西土佐道の駅イメージ図
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分
ら
し
い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、住
ま
い
、医
療
、介
護
、予
防
、生
活
支
援

が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
し
て

き
た
が
、本
年
度
策
定
し
た「
四
万
十
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

は
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成

37
年
を
見
据
え
た
長
期
的
な
推
計
を
踏
ま
え
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
必
要
な

取
組
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の

指
針
と
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
支
援
事

業
の
充
実
を
盛
り
込
み
、安
定
し
た
介
護
保

険
事
業
の
運
営
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
、本
計
画
期
間
中
に
は
介
護
認
定
要

支
援
者
の
予
防
給
付
で
あ
る
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
を
市
町
村
事
業
の
地
域
支
援
事
業
に

移
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
事
業
は
市
町
村
が
中
心
と
な
り
、地

域
の
実
情
に
応
じ
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
す
る
こ
と
で
、地
域
の
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
、要
支
援
者
に
対
す
る
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
支
援
等
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
で
も
、で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と

考
え
て
い
る
高
齢
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、高

齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、

介
護
予
防
の
取
組
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。ま
た
、認
知
症
予
防
や
地
域
で
の
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
健
康
・
福
祉
地

域
推
進
事
業
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

　
こ
の
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
、地
域
と
協
働
し
て「
高
齢
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、い
つ
ま
で

も
健
康
で
活
き
活
き
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
」を
目
指
し
て
、平
成
24
年

度
か
ら
開
始
。
各
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
の

活
動
を
支
援
し
、現
在
98
の
地
区
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
事
業
開
始
か
ら
３
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
、地
域
の
助
け
合
い
や
交
流
の
場
が

増
え
、元
気
に
動
け
る
高
齢
者
が
増
え
た
な

ど
徐
々
に
各
地
区
で
の
取
組
の
効
果
が
現
れ

て
き
て
い
る
。今
後
も
高
齢
化
対
策
、健
康
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
更
な
る
取
組

に
発
展
さ
せ
て
い
く
。

【
健
康
増
進
】

　
近
年
、生
活
習
慣
の
著
し
い
変
化
や
急
速

な
高
齢
化
に
伴
っ
て
、全
国
的
に
も
脳
血
管

疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
、そ
の
結
果
、寝
た
き
り
や
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
方
が
増
え
て
お
り
、本

市
も
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
特
に
糖
尿

病
に
つ
い
て
は
、通
院
治
療
し
て
い
る
方
が

全
国
と
比
較
し
て
も
多
い
こ
と
が
本
市
の
特

徴
と
し
て
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、本
年
度
、市
の
健
康
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
２
期「
四
万
十
市
健
康
増
進

計
画
」を
策
定
し
、「
笑
顔
で
伸
ば
そ
う
健
康

寿
命
」を
基
本
理
念
に
、来
年
度
か
ら
５
年
間

の
施
策
等
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
本
計
画
で
は
　
①
た
べ
る
、②
う
ご
く
、③

い
や
す
、④
ふ
せ
ぐ
の
４
つ
を
柱
に
、ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
別
に
自
助
、共
助
、公
助
の
３
つ
の

視
点
か
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
成
人
期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
食
生
活

や
運
動
習
慣
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

幼
少
期
か
ら
成
人
す
る
ま
で
を
重
点
に
、

保
育
所
、学
校
等
の
関
連
機
関
と
連
携
を
図

り
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。ま
た
、常
に
自
分

の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
は
病
気
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、特
定
健
診
、各
種

検
診
の
受
診
勧
奨
を
こ
れ
ま
で
同
様
推
進
し
、

市
民
の
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

　
次
に
、「
歯
と
口
の
健
康
」に
つ
い
て
は
、高

齢
者
の
口
腔
衛
生
は
、運
動
機
能
、栄
養
状
態
、

摂
食
・
嚥
下
機
能
と
の
相
関
関
係
が
あ
る
と

さ
れ
、四
万
十
市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
に
基
づ
き
、本
年
度
策
定
し
た
四
万

十
市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
基
本
計
画
に
沿

い
、口
腔
体
操
の
実
施
や「
歯
と
口
の
健
康
」

に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、市
、

関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
が
連
携
し
、歯
科

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
さ
せ
て
い
く
。

【
市
民
病
院
】

　
本
年
度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
。

　
ま
ず
、入
院
収
益
は
、本
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
に
伴
い
、長
期
入
院
の
患
者
を
他
の
医

療
機
関
に
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
、

そ
の
分
の
新
規
入
院
患
者
が
増
え
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
収
益
が
伸
び
ず
、当
初
予
算
に
比

べ
７
５
０
０
万
円
程
度
減
少
す
る
見
込
み
。

一
方
、外
来
収
益
は
単
価
の
高
い
が
ん
化
学

療
法
の
患
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、当

初
予
算
に
比
べ
３
６
０
０
万
円
程
度
増
加
す

る
見
込
み
。こ
の
た
め
、本
年
度
の
収
支
見
込

は
当
初
予
算
と
比
較
し
て
４
４
０
０
万
円
余

り
悪
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
11
億
１
９
０
０

万
円
程
度
の
赤
字
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

当
面
、病
院
の
本
年
度
末
の
現
金
不
足
を
回

避
す
る
た
め
、今
議
会
に
一
般
会
計
か
ら
６

０
０
０
万
円
の
貸
付
金
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
次
に
、病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、関

係
団
体
の
代
表
者
や
有
識
者
等
で
構
成
す
る

四
万
十
市
立
市
民
病
院
経
営
健
全
化
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、昨
年
の
８
月
よ
り
毎
月
協

議
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
昨
年
の
９
月
議

会
に
お
い
て
、計
画
は
年
内
に
取
り
ま
と
め

る
と
報
告
し
て
い
た
が
、検
討
委
員
の
皆
さ

ん
か
ら
市
内
で
唯
一
の
急
性
期
医
療
を
担
う

病
院
で
あ
り
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、そ

の
た
め
の
経
営
改
善
策
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
い
て
、も
う
少
し
時
間
を
か
け
て

協
議
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
、年
度
内
で

の
取
り
ま
と
め
に
変
更
し
、昨
年
の
12
月
に

中
間
と
り
ま
と
め
と
し
て
報
告
を
い
た
だ
い

た
。そ
の
中
で
給
食
業
務
に
つ
い
て
は「
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
全
面
委
託
に
移
行
す
べ

き
」と
の
報
告
を
受
け
、現
在
職
員
組
合
と
交

渉
を
し
て
い
る
。な
お
、今
月
に
最
終
と
り
ま

と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
れ
を
受

け
て
、新
た
な
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
。
今
後
も
地
域
医
療
の
中
核
を
な
す
病
院

と
し
て
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、一
層
の
医
療
体
制
の
整

備
と
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、開

設
者
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

【
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
】

　
平
成
25
年
12
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
が
制
定
さ
れ
、本
年
４
月
か
ら
全
国
の
福

祉
事
務
所
を
設
置
す
る
自
治
体
で
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
十
分
で
な
か
っ
た
生

活
保
護
受
給
者
以
外
の
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
拡
充
す
る

も
の
で
、生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
自

立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、生
活
困
窮

者
等
に
対
し
、自
立
相
談
支
援
事
業
の
実
施
、

住
宅
確
保
給
付
金
の
支
給
等
所
要
の
措
置
を

講
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、平
成
24
年
度
に
若
者
等

健康福祉委員会での活動
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援
地
域
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、学
校
を
卒

業
後
あ
る
い
は
中
退
後
に
行
き
場
の
な
い
若

者
が
、「
ひ
き
こ
も
り
」や「
ニ
ー
ト
」に
な
ら

な
い
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
す
る
中
で
、職

業
訓
練
や
就
職
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、ま
た
、障

害
を
有
す
る
場
合
に
は
福
祉
就
労
に
結
び
つ

け
る
な
ど
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、今
後
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
ノ
ウ
ハ

ウ
も
活
か
し
な
が
ら
、生
活
困
窮
者
等
の
支

援
体
制
強
化
に
努
め
て
い
く
。

第
６
章

協
働
で
築
く
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
第
２
次
行
政
改
革
】

　
昨
年
度
か
ら
庁
内
組
織
の
行
政
改
革
推
進

本
部
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、行
政
改
革
大

綱
及
び
そ
の
推
進
計
画
素
案
を
取
り
ま
と
め

た
。こ
れ
は
、来
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の
７

年
間
を
期
間
と
す
る
基
本
方
針
や
具
体
の
取

り
組
み
を
位
置
付
け
た
も
の
で
、現
在
、外
部

委
員
で
編
成
さ
れ
て
い
る
四
万
十
市
行
政
改

革
委
員
会
へ
諮
問
し
、内
容
の
ご
審
議
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
素
案
の
内
容
と
し
て
は
、平
成
32
年
度
を

も
っ
て
、市
村
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
算

定
上
の
優
遇
措
置
が
終
了
す
る
中
、山
積
す

る
行
政
課
題
に
対
応
し
、総
合
計
画
の
将
来

像
と
基
本
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

確
か
な
行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、第
２
次
行
革
の

基
本
方
針
に
位
置
付
け
る
重
点
項
目
と
し
て

次
の
４
項
目
を
設
定
し
て
取
組
を
進
め
て
い

く
。
　
１
つ
に
は
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
の
公
共
施
設
の
統
合
や
地

方
公
営
企
業
へ
の
一
般
会
計
負
担
の
見
直
し

に
よ
る
受
益
に
応
じ
た
市
民
間
の
負
担
の
公

平
化
な
ど
、行
財
政
運
営
の
見
直
し
を
図
る
。

　
２
つ
目
は
、効
率
的
な
行
政
組
織
と
な
る

よ
う
、市
の
組
織
体
制
の
見
直
し
の
ほ
か
、新

た
に
広
域
で
の
共
同
処
理
が
可
能
な
事
務
事

業
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
合
理
化
を
進
め
る
中
で
、職
種

の
整
理
の
も
と
、計
画
的
な
定
員
管
理
や
職

務
給
の
適
正
化
、職
員
の
能
力
開
発
な
ど
、組

織
・
人
事
制
度
の
見
直
し
を
図
る
。

　
３
つ
目
は
事
務
・
事
業
の
見
直
し
と
し
て
、

民
間
活
力
を
活
用
し
た
行
政
運
営
を
推
進
し
、

非
効
率
事
務
の
廃
止
や
内
容
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
市
の
事
務
事
業

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
４
つ
目
と
し
て
は
、市
民
と
行
政

と
の
協
働
推
進
と
し
て
、市
民
に
対
す
る
意

見
公
募
制
度
の
検
討
や
市
が
担
任
す
る
任
意

団
体
運
営
に
対
す
る
市
の
関
与
の
見
直
し
な

ど
、市
民
及
び
団
体
と
と
も
に
行
政
を
進
め

て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
と
い
う
も
の
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、本
年
度
内
の
答

申
を
受
け
、来
年
度
早
々
に
行
う
行
政
改
革

推
進
本
部
で
の
確
認
を
経
た
う
え
で
、議
会

へ
の
報
告
と
併
せ
、市
民
へ
も
周
知
し
て
い

き
た
い
。

【
人
権
施
策
行
動
計
画
】

　
本
市
で
は
、全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、平
成
21
年

３
月
に
四
万
十
市
人
権
施
策
行
動
計
画
を
策

定
し
、人
権
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
っ

て
き
た
が
、計
画
期
間
が
本
年
度
末
を
も
っ

て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、計
画
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、国
や
県
の
動
向
及

び
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

市
民
意
識
調
査
の
実
施
、四
万
十
市
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
調
査
・

審
議
の
ほ
か
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
で
き
る
よ
う
、現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

３
月
15
日
　
西
土
佐
村
森
林
組
合
通
常
総
代
会

　
　
19
日
　
３
月
市
議
会
定
例
会 

閉
会

　
　
20
日
　
雅
ヶ
丘
団
地
、カ
ツ
ラ
山
団
地
要
望
受

　
　
　
　
　
中
村
市
森
林
組
合
通
常
総
代
会

　
　
21
日
　
東
山
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
四
万
十
市
消
防
団
東
山
分
団
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

　
　
　
　
　
載
車
入
魂
式
祝
賀
会

　
　
22
日
　
西
土
佐
小
学
校
卒
業
式

　
　
23
日
　
幡
多
中
央
消
防
組
合
議
会
・
幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合

　
　
　
　
　
議
会

　
　
24
日
　
大
用
小
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
四
国
地
方
整
備
局
河
川
部
と
の
意
見
交
換
会（
高
松
市
）

　
　
25
日
　
高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
通
常
総
会（
高
知
市
）

　
　
26
日
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
27
日
　
予
土
県
境
地
域
連
携
実
行
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　
四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
事
業
報
告
会

　
　
28
日
　
四
万
十
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
29
日
　
認
定
こ
ど
も
園
　
な
か
む
ら
園
・
中
村
幼
稚
園 

園
舎
落

　
　
　
　
　
成
式

　
　
　
　
　
石
破
茂
地
方
創
生
大
臣
と
幡
多
６
市
町
村
長
と
の
懇
談

　
　
　
　
　
会（
土
佐
清
水
市
）

　
　
　
　
　「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
夢
の
丘
」落
成
式
典

　
　
30
日
　
四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援
す
る
協
議
会
解
散
総
会

４
月
２
日
　
し
ま
ん
と
市
民
祭
理
事
会

　
　
３
日
　
西
土
佐
商
工
会
新
会
館
落
成
式
典

　
　
４
日
　
四
万
十
川
一
斉
清
掃

　
　
　
　
　
四
万
十
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
開
会
式

　
　
　
　
　
四
万
十
看
護
学
院
入
学
式

　
　
５
日
　
農
事
組
合
法
人
　
四
万
十
川
営
農
組
合
設
立
総
会
　

　
　
７
日
　
J
A
高
知
は
た
女
性
部
中
村
支
部
通
常
総
会

　
　
　
　
　
幡
多
農
高
校
入
学
式
　

　
　
８
日
　
し
ゃ
え
ん
じ
り 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞 

表
敬
訪
問

　
　
　
　
　
中
村
高
校
西
土
佐
分
校
入
学
式

　
　
10
日
　
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
市
農
業
委
員
会
辞
令
交
付
式
、総
会

　
　
12
日
　
四
万
十
の
日
制
定
記
念
春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合

　
　
　
　
　
開
会
式

　
　
13
日
　
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
の
寄
付
目
録
受
領
式
及
び
感

　
　
　
　
　
謝
状
贈
呈
式

　
　
14
日
　
し
ま
ん
と
市
民
祭
総
会

　
　
　
　
　
交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

３
月
15
日
〜
４
月
14
日

市
長
日
誌

　昨年8月上旬に襲来した台風11号は、激しい暴風雨により、県下に大きな被害をもたらし、市内各地の住家
等も浸水被害などを受けました。
　義援金については、高知県に寄せられた1050万9千円の中から、65万4774円を本市に配分していただき、市
では災害見舞金配分委員会を開催して被災者への配分金額等を決定し、被災された方々に見舞金としてお届
けさせていただきました。
　被災した方々に対して、心のこもった義援金をいただき、深くお礼を申し上げます。

「台風11号災害義援金のお礼」
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
６
月
１
日
で
す
！！

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
で
す

　
納
付
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
、銀
行
、郵
便
局
、農
協
な
ど
お
近
く

の
金
融
機
関
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
も
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、身
体
障
害
者
等
の
方
の
減
免
の
手
続
き
期
限
も
６
月
１
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
幡
多
県
税
事
務
所
　
☎（
３
５
）５
９
７
２

《
注
意
》

　
　
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、そ
の
年
度
の
軽

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
末
頃
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
右
側（
領
収
書
部
分
）の
納
税
証
明
書
は
、車
検
の
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
等
の
方
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て

◆
申
請
期
間…

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５
月
25
日（
月
）ま
で

　
※
原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）し
て
い
る
軽
自
動
車
等

　
が
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、精
神
障
害
者
ま
た
は
18
歳

　
未
満
の
身
体
障
害
者
等
の
場
合
は
、生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有

　
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

　
●
身
体
障
害
者
手
帳
等
●
納
税
通
知
書
●
車
検
証

　
●
運
転
免
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人
）●
印
鑑

◆
そ
の
他

　
●
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使
用
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

　
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
●
申
請
書
は（
本
庁
）税
務
課
、（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
に
あ

　
り
ま
す
。

車　　種
税率（年額）

H27年度まで〈現行税率〉 H28年度から〈新税率〉

軽自動車税の税率が変わります
　平成26年度税制改正で軽自動車税の税率が変更されましたが、平成27年度税制改正において再度見直しが行われ、下記
の通り軽自動車税の税率が変更されました。

≪原動機付自転車・二輪車等≫

　新規登録や既存車にかかわらず全ての車両に平成28年度から新税率が適用されます。
　※税率の引き上げ時期が見直され、平成27年度から平成28年度に1年延期されました。

≪三輪および四輪以上の軽自動車≫

　最初に車両登録を受けた年月（自動車検査証に記載された「初度検査年月」）によって適用される税率が異なります。

　【平成27年度から】

　①平成27年3月31日までに新規登録した車両（初度検査を受けたもの）･･･現行税率

　②平成27年4月1日以降に新規登録した車両（初度検査を受けたもの）･･･新税率

　【平成28年度から】

　③初度検査から13年を経過した車両については新税率から約20％増税されます。

　　（平成28年度の増税対象は、平成14年12月31日以前に初度検査を受けた車両となります。）

　※軽自動車税は毎年4月1日現在の所有者に課税されるため、平成27年度の軽自動車税は平成27年4月1日に新規登録した
　　車両のみ新税率が適用されます。

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽二輪
二輪小型自動車

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー
農耕作業用（トラクター・コンバイン等）
その他（フォークリフト等）
125cc超250cc以下
250cc超

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,000円
5,900円
3,600円
6,000円

乗用

貨物用

車種
平成27年度から

税率（年額）
平成28年度から

三輪

四輪以上

営業用
自家用
営業用
自家用

＜現行税率＞
①H27年3月31日以前に新規登録した車両

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

＜新税率＞
②H27年4月1日以後に新規登録した車両

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

＜経年車重課税率＞
③初度検査から13年経過した車両

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

【グリーン化特例（税率の軽減）】
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新規登録した一定の環境性能を有する軽三輪および軽四輪以上の軽自
動車について、その燃費性能等に応じて平成28年度の軽自動車税にグリーン化特例（税率の軽減）が適用されます。（特例
が適用されるのは平成28年度のみ）
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住宅を改修したときは、届出を！
固定資産税が減額される場合があります！

６
月
１
日
ま
で

７
月
31
日
ま
で

９
月
30
日
ま
で

12
月
25
日
ま
で

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

納　期
平
成
27
年
度

固
定
資
産
税
の
納
期

※
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
５
月
中
旬

　
に
発
送
し
ま
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
５
月
を「
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
」

と
定
め
、市
税
の
収
納
率
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
い

た
だ
き
、納
期
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、早
め

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
に
は
、市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、教
育
や
福
祉
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
や
、国
民

健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
に
は
督
促
状
や

催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、滞
納
が

続
く
と
納
期
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
、延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
納
税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な

い
場
合
に
は
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査
や

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な

事
情
に
よ
り
、収
入
が
減
っ
て
市
税
を
納

め
に
く
い
人
は
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の

納
付
猶
予
も
で
き
ま
す
。
納
税
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

省エネ改修 バリアフリー改修 耐震改修

○平成20年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成20年4月1日から平成28年3月
31日までに現行の省エネ基準に新
たに適合する工事を行った住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円以上であること

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと

○既に省エネ改修による減額の適用
を受けていないこと

対象となる改修工事
外気などと接するものの工事に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

　※①の工事は必ず行うこと

改修工事完了後３カ月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書（建築
士、指定確認検査機関または登録
住宅性能評価機関が証明したも
の）

②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
　を持参のうえ、申告してください

3分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
（バリアフリー改修に伴う減額措置
との同時適用は可能）

○平成19年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成19年4月1日から平成28年3月
31日までに工事が完了した住宅

○補助金や介護保険からの給付等な
どを除く自己負担額が50万円以上
の改修工事

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと
（居住者要件）
①65歳以上の人（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）

②要介護認定または要支援認定を受
けた人

③障害者手帳を持っている人

対象となる改修工事
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り換え
⑧床の滑り止め化

改修工事完了後３カ月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金交
付決定書の写し

　を持参のうえ、申告してください

3分の1を減額
※一戸あたり100㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る　
（省エネ改修に伴う減額措置との　
同時適用は可能）

○昭和57年1月1日以前から所在して
いる住宅

　（併用住宅は、居住部分の割合が2
分の1以上のもの）

○平成18年1月1日から平成27年12
月31日までの間に現行の耐震基準
に適合する工事が完了した住宅

○当該改修工事に要した費用が50万
円以上であること

○平成25年4月1日より前に改修契約
をし、同日以後に工事が完了した
住宅のうち、改修費用が30万円～
50万円以下のもの

改修工事完了後3カ月以内に、
①耐震基準に適合した工事であるこ
との証明書（地方公共団体、建築士、
登録住宅性能評価機関、指定確認
検査機関、住宅瑕疵担保責任保険
法人が証明したもの）

②耐震改修に要した費用の額がわか
る書類等

③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告してください

※（減額される期間）が③に該当する
場合は耐震改修に関わる契約をし
た日を証する書類が必要です

2分の1を減額
※一戸あたり120㎡分まで
※工事完了の翌年の課税分から、そ
　の他欄に示す期間

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

減額される期間
改修完了日

①平成25年１月１日
～平成27年12月31日

②上記改修完了日で高知県
耐震改修促進計画に記載
された道路に敷地が接す
るもの

③平成25年4月1日より前に
改修契約をし同日以後に
完了したもの

　（改修費用が30万円以上50
万円以下）

減額期間

1年間

2年間

1年間

【市税に関する問い合わせ先】
(本庁)税務課 市民税係 ☎(34)1112　資産税係 ☎(35)4428　収納係 ☎(35)5552

(総合支所)西土佐住民分室 ☎(52)1111
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４
月
13
日（
月
）環
境
保
全
対
策
の
一
環
と

し
て
レ
ジ
袋
無
料
配
付
中
止
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
㈱
サ
ニ
ー
マ
ー
ト
様
、㈱
ウ
イ
ル

様
、㈱
フ
ジ
様
の
３
社
か
ら
四
万
十
川
清
流
保

全
基
金
へ
合
計
1
5
6
万
8
0
3
3
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。７
年
目
を
迎
え
る

こ
の
取
り
組
み
で
す
が
、レ
ジ
袋
辞
退
率
も
平

均
で
80
％
を
超
え
る
高
い
水
準
を
保
っ
て
い

ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、四
万
十
川
市
民
一

斉
清
掃
を
は
じ
め
、岩
間
沈
下
橋
周
辺
の
森
林

ト
ラ
ス
ト
、小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
環
境
学

習
、四
万
十
川
汽
水
域
の
環
境
保
全
や
内
水
面

漁
業
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究
な
ど
、四
万

十
川
の
清
流

を
後
世
に
残

し
伝
え
て
い

く
取
り
組
み

の
た
め
有
効

に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま

す
。
あ

り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金

寄
付
受
領
式

│
レ
ジ
袋
削
減
費
用
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
│

　
四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

は
、四
万
十
川
流
域
５
市
町

（
檮
原
町
、
津
野
町
、
中
土
佐

町
、
四
万
十
町
、
四
万
十
市
）

が
協
力
し
て
一
斉
に
行
う
河

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で

す
。

　
本
年
は
４
月
４
日（
土
）に

開
催
さ
れ
、
市
内
で
は
約

1
2
0
0
人
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、約
３
・
５
ｔ

の
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、清
流
の
保
全
に
対
す

る
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、ご
み
や
環
境
問
題
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
　
四
万
十
市
が「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
美
し
い
ま
ち
」と
し

て
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
、今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、現
在
赤
鉄
橋
の
塗
替
工
事
を
さ
れ
て
い
る
有
限
会

社
村
地
塗
装
様
よ
り
火
バ
サ
ミ
を
1
0
0
本
ご
寄
付
い
た
だ

き
、早
速
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
本
市
の
市
民
一
斉
清
掃
の
費
用
の
一
部
に
は
、四
万
十
川

清
流
保
全
基
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

│
た
く
さ
ん
の
ご
協
力

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
│

　
４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋

形
船
で
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
、新
た
な
人

生
の
船
出
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平
成
17
年

に
四
万
十
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、市
内
の
民

間
企
業（
貸
衣
装
店
や
遊
覧
船
業
者
等
）か
ら
な
る
四
万
十

Ｄ
＆
Ｈ（
ド
リ
ー
ム
ア
ン
ド
ホ
ー
プ
）が
挙
式
費
用
４
万
10

円
で
毎
年
企
画
し
て
お
り
、今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
長
門
市
在
住
の
吉
永
大
樹
さ
ん
・
圭
磨
希
さ
ん

夫
妻
、宇
治
市
在
住
の
細
川
啓
祐
さ
ん
・
美
和
さ
ん
夫
妻
、

南
国
市
在
住
の
小
松
隼
也
さ
ん
・
奈
那
子
さ
ん
夫
妻
の
３

組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
始
ま
っ
て
以
来
の

雨
で
し
た
が
、屋
形
船
で
の
結
婚
式
の
ほ
か
四
万
十
の
郷

で
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、親
族
や
友
人
か
ら
祝
福
を
受
け

た
各
カ
ッ
プ
ル
は
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し

た
。
　
挙
式
さ
れ
た
新
郎

新
婦
、ご
親
族
の
皆
さ

ま
、本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、四
万
十
Ｄ
＆

Ｈ
様
か
ら
挙
式
費
用

の
一
部
を
四
万
十
川

清
流
保
全
基
金
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 四

万
十
川
船
上
結
婚
式

│
末
永
く
お
幸
せ
に
│

四 万 十 の 日
2015.04.10

本市が制定する「四万十の日」（4月10日）にあわせて、
各種イベントが行われました　
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第
24
回 

食
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　
　
　
　
　 

し
ゃ
え
ん
じ
り

　
第
24
回 

食
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
で「
地
域

づ
く
り
の
会
し
ゃ
え
ん
じ
り
」が
農
村
開
発
企
画

委
員
会
主
催
の
最
高
位
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
農
山
漁
村
で
自
主
的
努
力
に
よ
り
地

域
の
特
産
物
を
活
用
し
た
企
業
活
動
等
を
通
じ
て

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
優
秀
な
活
動
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
し
ゃ
え
ん
じ
り
は
平
成
17
年
３
月
か
ら
、地
元

の
野
菜
や
米
、ツ
ガ
ニ
、川
え
び
や
ジ
ビ
エ（
野
生

鳥
獣
肉
）な
ど
の
地
域
食
材
を
素
材
と
し
た
料
理

を
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
観
光
客
等
へ
提
供
し
、地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
賞
は
高
知

県
に
お
い
て
初
の

受
賞
と
い
う
こ
と

で
、３
月
30
日
に
は

高
知
県
知
事
、４
月

８
日
に
は
四
万
十

市
長
へ
受
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

西
土
佐
中
組
集
落
に
豆
腐
づ
く
り
の

建
屋
が
完
成
！ 

　
西
土
佐
江
川（
中
組
）に
あ

る
江
川
流
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
に「
豆
腐
等
製
造

施
設
」が
完
成
し
、お
披
露
目

会
が
４
月
４
日（
土
）、
中
組

集
落
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
中
組
集
落
で
は
平
成
22
年

度
か
ら
市
地
域
集
落
再
生
事

業
を
導
入
し
、大
学
連
携
等

に
よ
り
地
域
資
源
で
あ
っ
た

豆
腐
づ
く
り
文
化
を
小
さ
な

経
済
の
種
と
し
て
、こ
の
５

年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。「
ふ
わ
ふ
わ
と
う
ふ
」は

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
販
売
で
は
好
評
で
あ
り
、ま
た
も
め
ん

豆
腐
は
、月
３
回
の
製
造
販
売
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
も
め
ん
豆
腐
の
ご
ひ
い
き
さ
ん
も
定
着
し
て
き
た
し
、来
年
に

完
成
す
る
道
の
駅
に
も
定
期
出
荷
し
て
い
く
た
め
に
、加
工
製
造

施
設
が
欲
し
い
」と
い
う
中
組
集
落
の
思
い
を
結
集
さ
せ
た
建
築

要
望
書
が
平
成
25
年
度
に
提
出
さ
れ
、高
知
県
の
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
市
が
建
設
し
た
施
設
で
す
。

　「
豆
腐
づ
く
り
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。
お
か
ら
を
使
っ

た
新
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
」と
製
造
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
中
組
絆
の
会（
代
表：

市
川
史
朗
）か
ら
の
力
強
い
言
葉
も
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
気
が
生

ま
れ
る
中
組
集
落
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

四
万
十
市
西
土
佐
商
工
会
館

落
成
祝
う

　
４
月
３
日（
金
）、四
万
十
市
西
土
佐
商
工

会
館
の
新
築
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、商
工
会
員
、商
工
関
係
者
、国
・

県
・
市
議
会
議
員
、県
・
市
関
係
者
約
80
人
が

参
加
し
、尾
崎
高
知
県
知
事
の
記
念
講
演
の

後
、浜
田
会
長
の
式
辞
、工
事
経
過
報
告
、施

工
業
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
等
行
わ
れ
ま
し

た
。会
館
２
階
に
は
、会
議
室
の
ほ
か
地
元
の

方
や
高
校
生
な
ど
が
特
産
品
開
発
や
商
業
体

験
に
利
用
で
き
る
調
理
機
能
付
き
実
習
室
も

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
か
ら
は
、西
土
佐
地
域
の
商
工
業
、地

域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
会
館
が
完
成
し

た
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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介護編

西土佐診療所 管理栄養士　篠田　知佐

　かむ力が弱くなったり、入れ歯が合わなくなったりすると、かみにくい食べ物が増えてきます。そのために、栄養が
偏って栄養不足を引き起こしてしまうこともあります。
　やわらかい食べ物ばかりになってしまうと、唾液（つば）の分泌が減少し、味を感じにくくなります。また、唾液の分泌

が減少してしまうと、口の中が汚れやすくなり、繁殖した菌が気管に落ち込むと、誤嚥性肺炎の原因にもなるので注意
が必要です。
　今回は、ちょっとした切り方の工夫で食べやすく（かみやすく）するポイントをご紹介します。

切り方の工夫
●肉・魚・卵
・肉は調理をする前に筋を切っておく。かたい部分は取り除く
・皮は取り除く
・溶き卵にマヨネーズを少々加える（ふんわりと仕上がる！）
●野菜
・野菜などは、繊維を断ち切るように切る
・切り目をいれる
・野菜の皮などのかみ切りにくい部分を取り除く
 （トマトやなす、かぼちゃなど）
●大きさの基本
＊小さく刻みすぎると誤嚥しやすくなるので注意！
　奥歯の上にのる大きさ5～8㎜角または、5～8㎜厚さ
●その他
隠し包丁をいれたり、切り目をいれると食べやすくなる！

ごえんせい

参考文献：かみやすい飲み込みやすい食事の工夫

厚さ5～8㎜

51年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん検診）
マム＆チルドレン
ひまわり健診/前立腺がん検診

〃
〃

胃がん検診
特定健診/前立腺がん検診
胸部レントゲン（肺がん検診）
定例健康相談
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
出張健康相談
乳児健診
ぴよっこクラブ（親子の集い）
乳児健診
マム＆チルドレン
ひまわり健診/前立腺がん検診

〃
胸部レントゲン（肺がん検診）
1歳9カ月児健診
定例健康相談
乳児健診
ひまわり健診/前立腺がん検診

〃
〃

胃がん検診
特定健診/前立腺がん検診
3歳児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
胃がん検診
特定健診/前立腺がん検診
出張健康相談
マム＆チルドレン

中筋地区
中筋地区

大川筋・蕨岡地区

東中筋地区
東中筋地区

竹屋敷・富山地区
井沢～双海地区
井沢～双海地区

西土佐地域内（巡回）
具同体育センター
下家地小学校体育館
旧権谷小学校体育館
本村小学校体育館
中筋中学校
中筋中学校
西土佐地域内（巡回）
西土佐総合支所
健康管理センター
健康管理センター
JA高知はた西土佐支所
健康管理センター
川崎保育所
健康管理センター
具同体育センター
大宮小学校体育館
須﨑集会所
大川筋・蕨岡地区(巡回)
健康管理センター
西土佐総合支所
健康管理センター
西ケ方小学校体育館
藤ノ川集会所
中半体育館
JA中村西部事業所
東中筋中学校
健康管理センター
竹屋敷・富山地区（巡回）
竹島小学校体育館
竹島小学校体育館
JA高知はた西土佐支所
具同体育センター

個別通知
10:00～11:30
9：30～10：30
13：00～13：30
15：00～15：30
8：00～9：30

8：30～11：00、13：30～15：00
個別通知
9：00～11：00
 9：30～11：00
 9：30～11：00
9：00～11：00
12:50～13:30
9：30～11：00
12:50～13:30
10:00～11:30
9：30～10：30
13：30～14：30
9：00～16：30
12:50～13:30
9：00～11：00
12:50～13:30
9：30～10：30
13：00～13：30
15：00～15：30
8：00～9：30

8：30～10：30、13：30～14：30
12：50～13：30
9：00～14：30
8：00～9：30

8：30～11：00、13：30～15：00
9：00～11：00
10:00～11:30

11日（月）

13日（水）

14日（木）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

21日（木）

27日（水）

29日（金)

1日（月）

3日（水）

4日（木）

5日（金）
8日（月）

10日（水）

時間

6月

5月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

注）特定健診（生活習慣病健診）、ひまわり健診は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の
協会けんぽ等に 加入している被扶養者の人が対象です。
※5月9日（土）までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
と

疾
病
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、「
四
万
十
市
健

康
増
進
計
画（
第
２
期
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
笑
顔
で
伸
ば
そ
う
健
康
寿

命
〜
み
ず
・
め
し
・
う
ん
・
う
ん
〜
」を
基
本
理

念
と
し
、
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
な
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
四
万
十
市
の
健
康
課
題

　
各
種
健
診(

検
診)

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

等
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
食
生
活
の
乱
れ
、
乳

幼
児
・
学
齢
期
の
む
し
歯
が
多
い
、
40
歳
代
は
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
、
糖
尿
病
に

な
る
人
が
多
い
、
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
取

り
組
み
不
足
な
ど
の
健
康
課
題
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

○
取
り
組
み
目
標（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　
四
万
十
市
の
健
康
課
題
を
踏
ま
え
、
規
則
正

し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
し
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
４
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
設
定
し
ま
し
た
。

　＜

た
べ
る＞

お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
元
気
な
か
ら
だ
を
つ
く
ろ
う

　＜

う
ご
く＞

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

　＜

い
や
す＞

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
、

　
　
　
　
　
　
笑
顔
を
ふ
や
そ
う

　＜

ふ
せ
ぐ＞

自
分
の
か
ら
だ
を
知
り
、
生

　
　
　
　
　
　
活
習
慣
を
見
つ
め
な
お
そ
う

　
計
画
の
中
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
普
段
の

生
活
の
中
で
意
識
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
の
で
き
る
項
目
と
し
て「
四
万
十
市

健
康
の
秘
訣
12
か
条
」を
作
成
し
ま
し
た
。
自

分
で
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

《
四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
　
12
か
条
》

第
１
条 

 

三
食
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う

第
２
条 

 

主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食

　
　
　
　
事
を
と
ろ
う

第
３
条 

 

間
食
は
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
な
い
よ
う

　
　
　
　
に
し
よ
う

第
４
条 

 

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に

　
　
　
　
つ
け
よ
う

第
５
条 

 

日
頃
か
ら
意
識
的
に
か
ら
だ
を
動
か

　
　
　
　
そ
う

第
６
条 

 

自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法

　
　
　
　
を
見
つ
け
、
上
手
に
付
き
合
お
う

第
７
条 

 
思
い
や
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
と
う

第
８
条 

 

お
酒
は
適
量
に
、
週
２
日
は
休
肝

　
　
　
　
日
を
持
と
う

第
９
条 
 

受
動
喫
煙
を
防
ご
う

第
10
条
　
食
べ
た
ら
、
歯
み
が
き
を
し
よ
う

第
11
条
　
健
診（
検
診
）を
受
け
よ
う

第
12
条
　「
み
ず
・
め
し
・
う
ん
・
う
ん
」
を
心

　
　
　
　
が
け
よ
う

《
四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
12
か
条
》は
、
来
月
号

よ
り
１
条
ず
つ
詳
細
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

四
万
十
市
健
康
増
進
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
☎（
３
４
）１
１
１
５

〜

〜

　
口
は「
命
の
入
り
口
、
こ
こ
ろ
の
出
口
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
食
事
を
食
べ
る
入
り
口
で
あ
り
、
会
話
を

楽
し
む
出
口
で
す
。
後
回
し
に
な
り
が
ち
な
口
の
健

康
で
す
が
、
実
は
頭
痛
や
肩
こ
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
全
身
の
健
康
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
で
は
、
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
有
し

て
い
る
人
の
割
合
は
全
国
と
比
較
し
て
低
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
参
照
）。

　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
会

話
を
楽
し
め
る
口
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
で
実
施
し

て
い
る
次
の
事
業
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

歯
科
口
腔
検
診

　
高
齢
期
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
口
を
保
つ
た
め
に

は
、若
い
こ
ろ
か
ら
の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
自
分
で
歯
と
口
の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
歯
科
医
院
に
て
検
診
を
行
い
ま
す
。

○
対
　
　
象：

平
成
28
年
３
月
末
日
で
、
30
歳
、
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
達
す
る
人

○
自
己
負
担：

５
０
０
円（
検
診
費
用
5
0
0
0
円
の
う
ち
４
５
０
０
円
を
市
が
助
成
）

○
検
診
内
容：

口
腔
内
診
査
、
歯
周
病
検
査（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査
）

※

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

在
宅
口
腔
ケ
ア
事
業

　
歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士
が
自
宅
を
訪
問
し
、
歯
と
口
腔
内
の
ケ
ア
を
行

う
と
と
も
に
状
態
に
あ
っ
た
ケ
ア
の
方
法
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
対
　
　
象：

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
１
〜
５
と
認
定
を
受
け
た
人
の
内
、
在
宅

　
　
　
　
　  

で
生
活
し
て
い
る
人

○
利
用
料
金：

歯
科
医
師
訪
問
　
2
0
0
円
／
１
回

歯
科
衛
生
士
訪
問
　
1
0
0
円
／
１
回

○
実
施
期
間：

歯
科
医
師
の
１
回
目
の
診
断
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。（
最
長
６
カ
月
）

（
歯
科
医
師
２
回
、
歯
科
衛
生
士
24
回
が
上
限
）

　
口
腔
ケ
ア
と
は
、
歯
磨
き
に
よ
っ
て
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
、
歯
周
病
や
誤
嚥
性
肺
炎

を
予
防
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
機
能
を
改
善
し
、
低
栄
養

を
予
防
し
た
り
、
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
口
の
あ
ら
ゆ
る
動
き
を
維
持
・
回

復
す
る
た
め
の
ケ
ア
で
す
。

「
食
欲
が
で
た
」「
む
せ
な
く
な
っ
た
」な
ど
、
う
れ
し
い
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係
　
☎
（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

こ
う
く
う

ご
え
ん
せ
い

50.3

74.3
57.3

89.1
73.7

97.9
86.4

47.1
70歳代

0 20

全国
■四万十市
■■■■全国
■四万十市

40 60 80 100

60歳代

50歳代

40歳代

自分の歯が20本以上ある人の割合

四万十市：平成26年健康増進計画における
　　　　　アンケート調査結果より
全　　国：平成23年歯科疾患実態調査より
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■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、被
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
保
険
料
が
賦
課
さ

れ
て
い
ま
す
。保
険
料
に
未
納
の
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

◎
新
た
に「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」が
始
ま
る
人

　
次
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

・
平
成
26
年
６
月
23
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
し
た

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
以
下

・
口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
い
な
い

※

４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人
に
は
、４
月
１
日
に
通
知
書
を

　
発
送
し
て
い
ま
す
。

◎
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人

　
原
則
と
し
て
平
成
27
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
し
た
金
額
と
同
じ
金
額
を
、　

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
の
仮
徴
収
分
と
し
て
、４
月
、６
月
、８
月
に
特
別
徴
収

　（
年
金
天
引
き
）で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
か
ら
保
険
料
の
軽
減
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
２
割
軽
減
お
よ
び
５
割
軽
減
の
判
定
基
準
が
改
正
さ
れ
、軽
減
対
象
と
な
る
世

帯
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。軽
減
は
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
自
動
的
に
適
用
さ

れ
る
た
め
、届
出
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、未
申
告
の
世
帯
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、前
年
の
所
得
に
つ
い
て
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係
　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

軽減の
割合

5割

2割

軽減後の均等割額

25，896円

41，434円

同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計額

改正後の判定基準

33万円＋（26万円×被保険者数）以下

33万円＋（47万円×被保険者数）以下

改正前の判定基準

33万円＋（24.5万円×被保険者数）以下

33万円＋（45万円×被保険者数）以下

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、マ
ダ
ニ
に
よ
る

感
染
症
が
増
加
し
ま
す
。マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

○
マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
を
防
ぐ
に
は
？

　
マ
ダ
ニ
は
森
林
や
草
地
な
ど
屋
外
に

生
息
す
る
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ
で
す
。

屋
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
違
い
ま

す
。マ
ダ
ニ
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活

動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。予
防
す
る
た

め
の
ワ
ク
チ
ン
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。ダ

ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
予

防
法
で
す
。

屋
外
で
活
動
す
る
と
き
は…

・
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
、長
そ
で
、長
ズ

ボ
ン
、足
を
完
全
に
覆
う
靴
、防
止
、手

袋
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
面
に
直
接
座
っ
た
り
、寝
転
ん
だ
り

せ
ず
、イ
ス
や
敷
物
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
て
、マ
ダ
ニ

に
咬
ま
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら…
　
・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
も
、痛
み
や
か

　
ゆ
み
は
少
な
く
気
づ
か
な
い
こ
と

　
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
・
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
づ
い
た
ら
、

　
つ
ぶ
し
た
り
、無
理
に
引
き
抜
い
た

　
り
せ
ず
、医
療
機
関（
皮
膚
科
）で
処

　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
野
山
に
出
か
け
た
後
に
発
熱
な
ど

　
の
症
状
が
出
た
ら
、速
や
か
に
医
療

　
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
県
）幡
多
福
祉
保
健
所
　
衛
生
環
境

　
課（
感
染
症
に
関
す
る
こ
と
）

　
　
☎（
３
５
）５
９
８
２

　（
ダ
ニ
に
関
す
る
こ
と
）

　
　
☎（
３
４
）０
０
８
５

フタトゲチマダニタカサゴキララマダニ

写真：国立感染症研究所

か

か
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「高額療養費の払い戻し」についてご案内します
　ひとりの患者さんが、同じ月の内に同じ病院などに高額の医療費を支払った場合は、患者さんの負担を軽く
するため、申請により医療費の一部が世帯主に払い戻されます。
　払い戻される額は、入院分と外来分に分けて、申請回数・課税状況等により自己負担限度額の金額を超える
額が払い戻されます。
　また、同じ世帯で、同じ月の内に21,000円以上の自己負担金を2回以上支払った場合には、合わせた金額が自
己負担限度額の金額を超える額が払い戻されます。
　ただし、差額ベッド代、食事代などのような保険診療外の費用は払い戻しの対象にはなりません。
　申請に必要なものは、国民健康保険被保険者証と印かんおよび病院等に支払った医療費の領収書です。口座
振込での受け取りになりますので、世帯主名義の口座番号をお願いします。

※1 所得金額とは、合計所得金額から基礎控除の33万円と純損失の繰越額を控除した金額です。
なお、区分判定に用いる金額は、世帯における国保加入者全員の所得金額の合計額になります。

○ 所得の確認ができない方がいる世帯は区分ア（平成26年12月診療分以前は上位所得世帯）になります。
○ あらかじめ「国民健康保険限度額適用認定証」の交付を受けている方は、その証を医療機関に提示すること
　 により、お支払いいただく金額が1か月あたりの自己負担限度額までとなります。

区分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件

所得金額 ※1

901万円超

所得金額

600万円超901万円以下

所得金額

210万円超600万円以下

所得金額

210万円以下

世帯主および国保加入者

全員が住民税非課税

月額

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

（4回目以降限度額　140,100円）

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

（4回目以降限度額　93,000円）

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

（4回目以降限度額　44,400円）

57,600円

（4回目以降限度額　44,400円）

35,400円

（4回目以降限度額　24,600円）

70歳未満の方の自己負担限度額（月額）【平成27年1月診療分以降】

（　）内の金額は、過去12カ月に4回以上高額療養費の支給を受ける場合の、4回目以降の限度額です。

※2 現役並み所得者とは
一定以上の所得（住民税の課税所得が145万円以上）がある70歳以上の国保被保険者（以下「高齢者」）のい
る世帯に属する人。ただし、高齢者の収入が一定額未満（高齢者1人の場合：年収383万円、2人以上の場合：合
計の年収が520万円未満）である旨の申請があった場合を除きます。

※3 区分Ⅱとは
世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税である世帯の人

※4 区分Ⅰとは
世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費（年金の所得は控除額を80万
円として計算）を差し引いたときに0円となる世帯の人

所得区分

現役並み所得者 ※2

一般

外来（個人単位）

44,400円

12,000円

8,000円

外来＋入院（世帯単位）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％（4回目以降 44,400円）

44,400円

24,600円

15,000円

住民税

非課税

世帯

区分Ⅱ ※3

区分Ⅰ ※4

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）

（　）内の金額は、過去12カ月に4回以上高額療養費の支給を受ける場合の、4回目以降の限度額です。

【問い合わせ先】
　（本　　庁）市民課　国保係　☎（34）1114
　（総合支所）西土佐住民分室　☎（52）1111
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5
平成27年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

5 （485冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

思い出は満たされないまま

鬼談

子どもはみんな問題児。

山野草の呼び名事典

食に生きて

田園発港行き自転車　上下

土方歳三　上下

無意味の祝祭

乾　緑郎

京極　夏彦

中川　李枝子

亀田　龍吉

辰巳　芳子

宮本　輝

富樫　倫太郎

ミラン・クンデラ

アユは四季を泳ぐ

医者になりたい

おむかえまだかな

こいぬがいっぱいわんわんわん!

酒天童子

しろがくろのパンダです

巣のはなし

ニニ、まいごになる

大野　平祐

島田　和子

おかだ　ちあき

ディヴィッド・ウォーカー

竹下　文子

平田　景

シルビア・ロング

アニタ・ローベル

★
赤
ち
ゃ
ん
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー
に
ど
う
ぞ
…
！
★

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。親
子
で
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

毎
週
日
曜
日
　
＊
時
間
　
10
時
20
分
〜
10
時
35
分（
２
歳
以
下
対
象
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
40
分
〜
11
時（
3
歳
以
上
対
象
）

＊
場
所
　
市
立
図
書
館
　
お
は
な
し
の
部
屋

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。当
日
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

舞
台
は
エ
プ
ロ
ン
!! 

楽
し
む
の
は
…

　
お
な
じ
み
の
お
は
な
し
が
絵
本
で
は
な
く
、エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
び
だ
し
て
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
!!
　
　
　

日
時
　
５
月
10
日（
日
）　
10
時
30
分
〜
11
時

場
所
　
市
立
図
書
館 

お
は
な
し
の
部
屋
　
　
演
じ
手
　
岡
郁
美
さ
ん

対
象
　
０
〜
５
歳
く
ら
い
ま
で

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。途
中
か
ら
は
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
May

５
月
３
日
（
日
）
憲
法
記
念
日

　
　
４
日
（
月
）
み
ど
り
の
日

　
　
５
日
（
火
）
こ
ど
も
の
日

　
　
６
日
（
水
）
振 

替 

休 

日

　
　
11
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
18
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
25
日
（
月
）
定
　
休
　
日

　
　
29
日
（
金
）
館
内
整
理
日

６
月
１
日
（
月
）
定
　
休
　
日

新着おすすめ8+8

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、18
歳
未
満

（
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
含
む
）の
お
子
さ
ん

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ

ん
な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、保
険
診
療
分
の
一
部
負
担

金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除
く
）を
市
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。対
象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
世
帯(※

)

で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

☆
平
成
27
年
度

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　
５
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新

月
で
す
。該
当
者
は
次
の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
　
５
月
７
日(

木)

〜
29
日(

金)

　
　
　
　
　
　※

土
、日
、昼
休
み
は
除
く

◆
受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分

　
室（
保
健
課
内
）

◆
持
参
す
る
も
の

　
健
康
保
険
証
・
印
鑑
等

(※
)

平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、０
歳
か
ら
15

歳
ま
で
の
年
少
扶
養
控
除
お
よ
び
16
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
る
所
得
税
の
増
額
が
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
資
格
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、所
得
税
に
つ
い
て
、年
少
・
特
定
扶
養
控
除
を
控
除

額
に
加
え
て
再
計
算
し
、所
得
審
査
に
お
け
る
所
得
税

額
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　（
本
庁
）福
祉
事
務
所
家
庭
福
祉
係

　
☎（
３
４
）１
８
０
１

 

（
支
所
）福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
☎（
５
２
）１
１
３
２

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

新任の医師をご紹介します
西土佐診療所

　この度西土佐診療所所長を拝命いたしました。大学卒業後ずっと外科医と
して働いてきましたが、地域医療への思いを持ち続け8年前に西土佐診療所で
勤務していました。諸事情により一度大阪に帰って、西土佐での経験を活かし
ながら5年間総合内科に従事してきました。今回、中平市長に推薦され、もう一
度西土佐診療所で勤務することになりました。
　地域の皆さんと一緒に頑張っていきたいと思っています。また、市立池田病
院の臨床研修医を受け入れていますので、多くの研修医に地域医療の大切さ
を教えていきます。よろしくお願いします。

●主な経歴
昭和53年 7月　大阪大学付属病院第2外科
昭和62年 9月　阪和住吉総合病院外科部長
　　　　　　　（血管外科）
昭和62年10月　医学博士取得
平成 3年 7月　大阪逓信病院外科医長（肝臓外科）
平成11年 7月　大阪府池田市立池田病院外科
　　　　　　　主任部長（一般外科）
平成17年0 月　同医務局長

平成18年 2月　兵庫医科大学臨床実習教授
平成19年 4月　西土佐診療所所長
平成20年11月　大阪府池田市立池田病院救急
　　　　　　　総合診療部主任部長
平成24年 7月　北海道立天売診療所所長
平成25年 4月　大阪府池田市立池田病院救急
　　　　　　　総合診療部主任部長兼院長補佐
平成27年 4月　西土佐診療所所長立石 秀郎 医師

たていし ひでお

所長
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいるこ
となど、気軽にご相談ください。電話相談だけでな
く、直接来所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない
　場合があります。

保 育 所 名

愛 育 園

もみじ保育所

具 同 保 育 所

東中筋保育所

竹 島 保 育 所
八 束 保 育 所
東 山 保 育 所

下 田 保 育 所

古津賀保育所

川 登 保 育 所

あおぎ保育所

5月18日
6月 9日
5月11日
6月10日
5月14日
6月10日
5月22日
6月15日
6月10日
5月20日
5月29日
5月14日
6月11日
5月12日
6月 9日
5月12日
6月 9日
5月12日
6月12日

月
火
月
水
木
水
金
月
水
水
金
木
木
火
火
火
火
火
金

時　間

９：３０～１０：３０

９：３０～１１:００

９：３０～１０：３０

９：３０～１１：００

９：３０～１１：００
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００

９：３０～１０：３０

１０：００～１１：００

１０：００～１１：００

９：３０～１０：３０

駐車場

なし

数台有

〃

〃

〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

　
認
知
症
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、参
加
者
で
思
い
や
悩
み

を
共
有
し
、支
え
合
う
た
め
の
座
談
会
で
す
。

　
ほ
か
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど

う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
こ
こ

ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

初
め
て
の
人
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
26
日（
火
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー(

市
民
病
院
敷
地
内)

★
家
族
の
人
だ
け
で
も
、認
知
症
の
人
と
ご
一

　
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

　
員
も
参
加
し
ま
す
。

★
薬
剤
師
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。
お
薬
の

　
こ
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
よ
。

★
今
回
は
学
習
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　  

☎（
３
４
）４
５
２
８

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　 

☎（
３
４
）０
１
７
０

四
万
十
市
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　　親子ふれあい活動

作って遊ぼう
色画用紙で簡単な紙ロケットを作るよ！できたら、みんな

でホールやお庭で飛ばそうね♪
1グループ 6月2日（火）、2グループ 3日（水）、

3グループ 4日（木）　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

もみじで遊ぼう
みんなで、もみじ保育所にある分室に行きましょう！もみじ

保育所のお友だちと一緒に、砂場やすべり台で遊ぼうね♪ど

ちらか来れる日に来てね。

6月11日(木)、12日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

なかよく遊ぼう
みんなで名札を作ったり、自己紹介もするよ。お母さん同

士おしゃべりも楽しんでね！

5月15日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

　　その他の活動　

元西南病院小児科医師・澤田　敬先生を招いて、子育ての

お話をしていただきます。ざっくばらんな会ですので、ぴ

よちゃん、ぽっぽさん、どしどしご参加ください。子育ての

悩みにも、お答えしていただけますよ。※自由参加です。初

めての方もお気軽にどうぞ！

5月19日(火)　10：00～11：30

子育て支援センター

時

場

◆おしゃべり広場(妊婦・０・１・２・３歳児対象)

4月・5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝い

しようね。ぽっぽさんはティータイムもあります。参加さ

れる方は、子どもさんの飲み物と、お茶代50円・手作りお

やつ材料代100円、合わせて150円をご持参ください。お

つりのいらないようにお願いします。おやつはお家から持

参していただいてもかまいません。

[ぴよちゃんクラブ]　 5月28日(木)　9：30～11：30

[１・２・３歳児]（ぽっぽ）　29日(金)　9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

◆お誕生会

●初めて参加を希望される人は準備の都合などがあります

　ので、あらかじめご連絡ください。
月日

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!
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〜
お
互
い
を
思
い
や
り
、楽
し
く
集
え
る
場
を

                         

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
〜 
健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.1

　
３
月
25
日
角
崎
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
角
崎
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
で
は
、地
区
住
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
、健
康

な
体
づ
く
り
と
支
え
あ
い
の
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
こ
う
！
と
い
う
目
的
の

も
と
に
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、男
性
７
人
、女
性
11
人
の
計
18
人
の
参
加
が
あ
り
、集
会
所
に
来

た
人
か
ら
体
重
と
血
圧
測
定
を
行
い
、血
圧
手
帳
を
作
成
し
て
、参
加
者
一
人

ひ
と
り
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
歌
謡
体
操
を
行
っ
た
後
、こ
の
日
は
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
、参
加
者
の
お
孫
さ
ん
た
ち
が
体
操
の
特
別
講
師
と
し
て
登
場

し
、自
分
た
ち
で
考
え
た
体
操
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
小
さ
な
先

生
の
登
場
に
目
を
細
め
な
が
ら
、音
楽
に
合
わ
せ
て
真
剣
に
体
操
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。体
操
の
後
は
、毎
月
実
施
し
て
い
る
誕
生
会
と
お
茶
会
を
行
い
、

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
代
表
者
さ
ん
か
ら
は
、「
役
員
の
苦
労
も
あ
る
が
、事
業
を
始
め
て
か
ら
認

知
症
気
味
だ
っ
た
参
加
者
の
症
状
が
改
善
し
た
り
、表
情
が
暗
か
っ
た
人
が

明
る
く
出
歩
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢

者
が
増
え
て
き
て
い
て
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、地
区
内
の
連
帯
感
、

絆
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も

地
域
全
体
で
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
　
☎（
３
４
）１
１
６
５

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

健康チェック中、
男性の参加者も多いです。

【
角
崎
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
】

人
口
カ
ル
テ：
52
世
帯
１
０
６
人（
男
性
47
人
、女
性
59
人
）

　
　
　
　
　
　
65
歳
以
上
45
人
。高
齢
化
率
42
・
５
％
　

                 

（
平
成
27
年
３
月
１
日
現
在
。市
人
口
統
計
月
報
）

〜
感
謝
状
贈
呈
な
ら
び
に
委

嘱
式
〜

　
4
月
14
日（
火
）、交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
榮
勇
男
さ
ん

（
委
嘱
期
間
41
年
）、西
村
認

さ
ん（
同
3
年
）、松
岡
圭
介

さ
ん（
同
2
年
）に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
長
い
間
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
平
成
27
年
4
月
1
日

か
ら
2
年
間
の
新
任
期
に
お

い
て
就
任
し
て
い
た
だ
く
指

導
員
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。「
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」を
目
指
し
活
動

し
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）環
境
生
活
課

　
　
☎（
3
5
）4
1
4
7

　（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　
　
☎（
5
2
）1
1
1
1

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

〜
四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
〜

交
通
安
全
指
導
員
名
簿（
敬
称
略
）

●
中
村
地
域

西
本
　
他
人

浜
田
　
光
英

岡
本
　
英
則

浦
田
　
英
樹

西
内
　
育
二
朗

野
元
　
亮
佑

市
原
　
忠
幸

井
上
　
克
彦

大
林
　
郁
男

松
岡
　
正
大

永
田
　
恭
子

●
西
土
佐
地
域

廣
田
　
則
明

中
脇
　
影
則

井
上
　
満
則

森
平
　
一
德

　4月広報にて『国土交通省が管理する河川内に放置されている船について、所有者の皆さまに5月1日までに
撤去』をしていただくようお願いをしていたところですが、現在も撤去されない船が多数見受けられます。
　このような放置船は洪水時に流れ出し、下流の樋門や橋梁に掛かると、樋門の操作が適切にできない場合や
河川の流れをせき止める場合があります。それが原因となって浸水被害が発生するなど地域に甚大な被害を
もたらす危険があり、河川管理上支障となっていますので、国土交通省にて処分します。
　なお、船については、今後、6カ月間は現地にて保管しますので、心当たりのあ
る方は、下記までご連絡をください。
　引き続き現地看板にて案内を実施しているほか、下記問い合わせ先にも、
船の位置図、写真等の資料を置いています。
　四万十川などの治水・環境を守るために皆さまのご理解・ご協力をお願い
します。
【問い合わせ先】国土交通省 中村河川国道事務所 河川管理課 ☎（34）7301

四万十川・中筋川・後川の放置船撤去のお願い
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（公社）幡多法人会 事務局（平日9時～ 17時）
☎（34）6896

問 申

催
　
し

公益社団法人 幡多法人会　総会記念講演会
　

７
年
に
渡
る
宇
宙
の
旅
を
終
え
、２
０
１
０
年

６
月
、地
球
に
帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ

さ
」。

　

そ
の
設
計
・
打
ち
上
げ
計
画
に
当
初
か
ら
携

わ
っ
た
的
川
氏
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡
を
振
り

返
り
な
が
ら
、そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
意
義
・
喜

び
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　

６
月
３
日（
水
）16
時
30
分
〜
18
時

場　

所　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十　

２
階

内　

容

　
「
は
や
ぶ
さ
の
軌
跡

　

〜
21
世
紀
を
担
う
技
術
者
の
夢
〜
」

講　

師

　

的
川　

泰
宣

　
（
宇
宙
航
空
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
名
誉
教
授
）

聴　

講

　

無
料（
会
場
の
都
合
上
、事
前
申
し
込
み
要
）

申
込
期
限　

５
月
22
日（
金
）

　

７
年
に
渡
る
宇
宙
の
旅
を
終
え
、２
０
１
０
年

６
月
、地
球
に
帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ

さ
」。

　

そ
の
設
計
・
打
ち
上
げ
計
画
に
当
初
か
ら
携

わ
っ
た
的
川
氏
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡
を
振
り

返
り
な
が
ら
、そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
意
義
・
喜

び
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　

６
月
３
日（
水
）16
時
30
分
〜
18
時

場　

所　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十　

２
階

内　

容

　
「
は
や
ぶ
さ
の
軌
跡

　

〜
21
世
紀
を
担
う
技
術
者
の
夢
〜
」

講　

師

　

的
川　

泰
宣

　
（
宇
宙
航
空
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
名
誉
教
授
）

聴　

講

　

無
料（
会
場
の
都
合
上
、事
前
申
し
込
み
要
）

申
込
期
限　

５
月
22
日（
金
）

(市)教育委員会　生涯学習課
☎(34)7311

問 申

相
　
談

年金相談のお知らせ
　

左
記
の
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）

や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基

礎
年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て

　

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機

　

関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付

　

身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日　

時

　

５
月
21
日（
木
）

　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場　

所　

西
土
佐
総
合
支
所

※
予
約
制
で
す
。西
土
佐
総
合
支
所
へ
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

左
記
の
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）

や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基

礎
年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て

　

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機

　

関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付

　

身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日　

時

　

５
月
21
日（
木
）

　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場　

所　

西
土
佐
総
合
支
所

※
予
約
制
で
す
。西
土
佐
総
合
支
所
へ
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

中国語講座開講
　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、
日
常

会
話
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
日

　

６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日

　
（
祝
日
等
は
休
講
と
な
り
ま
す
）

時　

間　

19
時
〜
21
時

場　

所　

市
立
中
央
公
民
館

定　

員　

30
人
程
度

対
象
者

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
を
し
て
い

　

る
人

　

＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講　

師　
　

国
際
交
流
員
ほ
か

受
付
期
間

　

５
月
７
日（
木
）〜
５
月
22
日（
金
）

　

＊
電
話
可

　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、
日
常

会
話
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
日

　

６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日

　
（
祝
日
等
は
休
講
と
な
り
ま
す
）

時　

間　

19
時
〜
21
時

場　

所　

市
立
中
央
公
民
館

定　

員　

30
人
程
度

対
象
者

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
を
し
て
い

　

る
人

　

＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講　

師　
　

国
際
交
流
員
ほ
か

受
付
期
間

　

５
月
７
日（
木
）〜
５
月
22
日（
金
）

　

＊
電
話
可

火災予防について
　

　冬場から春先にかけて、空気

が乾燥し風が強く、火災の発生

しやすい気象状態となります。

　四万十市内でもこの時期火

災が発生しやすく、たき火やタ

バコなどが原因の火災が多く

発生しています。

　また、暖房器具を使用するこ

とにより、灯油などの危険物の

取り扱いが多くなりますが、燃

料の入れ間違いなど十分に注

意しましょう。

≪火災予防対策として≫

◯寝たばこ、たばこのポイ捨て

　は絶対やめましょう。

◯火災の早期発見のため住宅用

　火災警報器を設置しましょう。

◯お出かけまえ、お休みまえに

　は火の元の確認をしましょう。

【問い合わせ先】

幡多中央消防組合

四万十消防署　☎（34）5881

西土佐分署　　☎（52）1143

大雨・台風に備えましょう
　

　これから大雨や台風が多く

発生する時期になります。大雨

や台風からご自身の身を守る

ため、備えをしっかりしておき

ましょう。

□テレビやラジオなどの気象

　情報の確認

□非常持出品の用意

□避難場所や避難方法の確認

□室内の安全対策（飛散防止

　フィルム等）

□室外の安全対策（窓や網戸の

　補強、側溝や排水溝の掃除等）

□水の確保（飲料水や生活用水）

※雨量の情報や河川の水位情

　報はこちらで確認できます。

○気象庁

http://www.jma.go.jp/jma/index.html

○こうち防災情報

http://kouhou.bousai.pref.kochi.jp/

【問い合わせ先】

（市）地震防災課

☎（35）2044

幡多年金事務所（中村東町2丁目4-10）　☎（34）1616　
（本　　庁）市民課市民係　 　      　    ☎（34）1113　
（総合支所）西土佐住民分室　　       　☎（52）1111

問 申
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四国一斉！12時間電話相談
　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、左
記
の
と
お
り
12
時
間
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
日　

６
月
１
日（
月
）

時　

間    

９
時
か
ら
21
時
ま
で

電
話
番
号    

０
１
２
０
ー
４
５
９
ー
７
３
７　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

    （
し
こ
く　

な
や
み
な
し
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

取
扱
内
容

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、家　

庭

　

お
よ
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
人
権
問
題
に
関
す
る

　

あ
ら
ゆ
る
相
談

※

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す

相
　
談

高知地方法務局　人権擁護課
☎088（822）3503

問

くらしの悩みごと相談所
　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
に
て
、左
記
の
と
お

り「
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
」を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
２
日（
火
）　

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
ま
で

　
　
　
　
（
相
談
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

会　

場　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

　
　
　
　
（
高
知
市
栄
田
町
２-

２-

10
）

相
談
担
当
者

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、家
庭
お

　

よ
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
法
律
・
人
権
問
題
に
関

　

す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

＊
相
談
は
無
料
で
、相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
　
談

高知地方法務局　人権擁護課
☎088（822）3503

問

第1回
幡多ドリームプラン・プレゼンテーション

　
子
ど
も
た
ち
や
大
人
が
夢
を
語
り
、お
互
い
に

刺
激
し
合
い
、応
援
し
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、目

標
を
掲
げ
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
み
ん
な
で
語

り
合
い
、発
信
す
る
会
で
す
。こ
の
会
は
、全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

幡
多
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。
11
月
に
は「
幡

多
高
校
生
ド
リ
プ
ラ
」も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
５
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
開
場
　
13
時
30
分
開
演

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
１
階
大
会
議
室

テ
ー
マ「
大
人
の
背
中
を
見
せ
る
」

　
　
　
〜
背
中
だ
け
で
な
く
腹
も
〜
　

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は
５
名
を
予
定

参
加
費
　
大
人
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

後
　
援
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会

催
　
し

四万十川花紀行
トンボ自然公園「花菖蒲まつり」

　

約
40
品
種
１
万
株

の
花
菖
蒲
が
見
頃
を

迎
え
ま
す
。満
開
の

〝
花
菖
蒲
〞
の
中
を

の
ん
び
り
散
策
し
ま

せ
ん
か
。皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
31
日（
日
）　

10
時
〜
15
時

場　

所　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

　
　
　
　
（
具
同
８
０
０
５-

５
）

催
し
物　

体
験
コ
ー
ナ
ー
、物
産
等
の
販
売

催
　
し

幡多ドリームプランプレゼンテーション実行委員会　西尾
☎090（9779）1544

問
四万十市学遊館
☎（37）4110

問

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

5月18日（月）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

高知地方法務局
四万十支局
☎ （34）1600
FAX（34）1601

5月18日（月）
13時～16時

社会福祉センター

6月1日（月）
10時～12時
13時～15時

ＪＡ高知はた
中村東部出張所

6月1日（月）
9時～12時

西土佐
ふれあいホール

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権
に関する問題（無料・秘密厳守）

6月1日（月）
9時～12時

西土佐
ふれあいホール

《相談委員》中平 貞行 ☎(52)1632

行政相談所

特設人権相談所
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平成27年度四万十シルバー教室のご案内
シルバー世代の皆さん。仲間と楽しい時間を過ごしませんか？お気軽にご参加ください。1人3講座まで受講できます。

◆対象者　四万十市内在住の60歳以上の人　　◆開催期間　平成27年6月～平成28年3月（毎月2回開催）

講座名

ダ ン ス

家 庭 園 芸

水 彩 画

謡 曲

詩 吟

生 け 花

書 道

民 踊

楽しい踊り

編 み 物

講　師　名

岡村　眞弓

池田　嘉夫

野村　ナナミ

原田　勝美

山口　禮子

加用　幸子

柿葉　梢風

福田　清子

岡村　眞弓

川田　千春

備考

靴が必要（レクダンス・フォークダンス・創作ダンス等）

用具は各自が用意（実技の時のみ）

用具は各自が用意

稽古本が必要

花代実費が必要

用具は各自が用意

靴が必要

靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊等）

用具・材料は各自が用意

学習日

第１・３月曜日　午前

第１・３月曜日　午後

第２・４月曜日　午後

第１・３水曜日　午前

第１・３水曜日　午後

第２・４火曜日　午前

第２・４水曜日　午後

第２・４木曜日　午前

第１・３金曜日　午前

第２・４金曜日　午後

◆申込方法
　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、公民館事務室へ提出してください。電話での申し込みもできます。
◆申込締切
　5月15日（金）※土・日・祝日は除く（締め切り厳守）
◆四万十シルバー教室開級式
　日時　6月1日（月）13時30分～15時00分　　場所　市立中央公民館　2階大ホール

【問い合わせ・申込先】　（市）教育委員会生涯学習課　☎ (34)7311

＊時間　　午前の部　9時30分～12時　　午後の部　13時30分～16時
＊月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。講座により金額は異なります。

田
舎
暮
ら
し
体
験
レ
ポ
ー
ト

　
今
回
は
修
学
旅
行
の
受
入
の
様
子
と
、新
た
な
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
３
月
４
日
・
５
日
と
京
都
府
に
あ
る
立
命
館
高
等
学

校
修
学
旅
行
の
受
入
を
行
い
ま
し
た
。今
回
の
修
学
旅

行
の
た
め
に
、昨
年
か
ら
生
徒
自
ら
旅
行
日
程
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
、先
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
、自
然
豊
か
で
食
べ
物
が
お
い
し
い
の
が
決
め
手
と

な
り
、高
知
へ
の
修
学
旅
行
を
決
定
し
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
、「
四
万
十
な
ら
で
は
を
知
る
」と
い
う
目
的
に

四
万
十
市
へ
や
っ
て
来
た
生
徒
た
ち
で
す
が
、打
ち
合

わ
せ
の
際
、「
自
分
た
ち
が
四
万
十
川
に
で
き
る
こ
と

は
何
だ
ろ
う
？
」
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ

カ
ヌ
ー
体
験
を
す
る
だ
け
で
は
た
だ
の
遊
び
と
同
じ
。

そ
う
考
え
た
生
徒
た
ち
は
、カ
ヌ
ー
体
験
と
と
も
に
河

川
清
掃
を
修
学
旅
行
に
組
み
込
み
ま
し
た
。
当
日
、
か

わ
ら
っ
こ
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
勝
間
沈
下
橋
付
近
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
、「
テ
ナ
ガ
エ
ビ
清
掃
」や
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
等
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、家
庭
で
の
ゴ

ミ
の
減
量
や
資
源
化
な
ど
四
万
十
川
を
保
護
す
る
た

め
に
、地
域
住
民
が
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
現
状
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
生
徒
の
希
望
も
あ
り
、
後
川
地
区
で
の
一

泊
二
日
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。夕
方

か
ら
家
に
入
り
、翌
朝
ま
で
の
短
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
が
、
わ
が
子
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
と
触
れ
合
い
、何
気
な
い
会
話
や
行
動
か
ら

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
感
じ
、
こ
こ
で
も
「
四
万
十
ら

し
さ
」を
肌
で
感
じ
た
よ
う
で
す
。別
れ
の
際
に
は
、受

入
側
と
生
徒
た
ち
の
間
に
笑
顔
と
涙
が
見
え
、短
い
間

で
し
た
が
、お
互
い
の
間
に
は
強
い
絆
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
清
掃
活
動
や
カ
ヌ
ー
体
験
、
田
舎
暮
ら
し
体
験

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
学
生
た
ち
。
大
人
に

な
っ
て
、第
２
の
ふ
る
さ
と
に
家
族
を
連
れ
て
遊
び
に

来
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
で
は
、

新
た
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
皿
鉢
料
理
を
作
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
皿
鉢
料
理
は
寿
司
に
始
ま
り
、も
り
ご
み
、刺
身
、

よ
う
か
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
色
彩
豊
か
に
、か

つ
豪
快
に
大
皿
に
盛
る
高
知
の
宴
会
に
欠
か
せ
な
い

料
理
の
ひ
と
つ
で
す
。同
じ
皿
鉢
料
理
で
も
食
材
や
作

り
方
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
の
が
興
味
深

い
で
す
よ
ね
。
受
入
研
究
会
で
は
、
皿
鉢
作
り
体
験
を

通
し
て
多
く
の
人
に
四
万
十
市
の
食
文
化
や
地
域
の

人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
で
は
田
舎
暮

ら
し
体
験
の
受
入
家
庭
や
、体
験
を
実
施
し
て
く
れ
る

地
区
を
募
集
し
て
い
ま
す
。興
味
が
あ
る
方
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会

　（
事
務
局

：

観
光
課
）☎（
3
4
）1
7
8
3 

笑顔と涙の田舎暮らし体験
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お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

依
光
 

悠
陽

威
能
 

椎
名

佐
竹
 

佑
太

時
岡
 

悠
翔

池
田
 

陽
亮

奥
田
 

梨
花

野
並
 

春
斗

吉
本
 

想
仁

今
城
 

海
咲

西
村
 

心
良

小
橋
 

宏
政

堀
川
 

咲
帆

大
橋
 

星
南

岡
 

葵
衣

西
内
 

に
こ

山
本
 

暁
翔

坂
 

姫
咲
良

は
る
ひ
 

し
い
な
 

ゆ
う
た
 

ゆ
う
し
ょ
う
 

よ
う
す
け
 

り
ん
か
 

は
る
と
 

そ
ひ
と
 

み
さ
き
 

う
ら
ら
 

ひ
ろ
ま
さ
 

さ
ほ
 

せ
な
 

あ
お
い

 あ
き
と
 

き
さ
ら
 

峰
登

義
大

大和
友

英
一

健
二  

弘
章

直
人

正充
民

博
文

晋
平

裕
喜

健
翔

勇
貴

晋
也

拓
磨

（
平
成
27
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
27
・
4
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
上
小
姓
町

中
村
本
町

中
村
一
条
通

中
村
東
町

右
山
元
町

駅

前

町

中
村
丸
の
内

古

津

賀

古

津

賀

古

津
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入

田

具

同

具

同

具
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具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

赤

松

町

楠

島

有

岡

山

路

深

木

間

崎

67778790837888539083804186729695856645886183859430906594

中
村
大
橋
通

中
村
弥
生
町

中
村
東
町

中
村
東
町

駅

前

町

不

破

中
村
丸
の
内

中
村
丸
の
内

安

並

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

竹

島

鍋

島

下

田

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
田
 

一

奥
谷
 

惠
美
子

山

 

道
子

吉
永
 

峯
子

矢
部
 

伊
勢
夫

新
谷
 

惣
一

管
 

フ
キ
ヨ

遠
近
 

一
晃

岡
村
 

憲
治

大
木
 

英
子

上
岡
 

数
子

朝
比
奈
 
忍

中
平
 

操

渡
辺
 

朋
子

秋
元
 

成
子

濵
田
 

益
福

上
岡
 

美
惠
子

葛
本
 

利
勝

西
尾
 

次
夫

山
﨑
 

タ
マ
ヱ

安
部
 

ひ
と
み

山
本
 

茂

安
部
 

住
榮

西
田
 

功

森
 

直
哉

　
井
 

幸
子

田
中
 

詳
二

宮
﨑
 

鈴
惠

井

沢

鍋

島

双

海

双

海

伊

才

原

田
野
川
甲

田
野
川
乙

佐

田

常

六

常

六

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
須
﨑

西
土
佐
大
宮

6693989292908189797972938683

松
尾
 

義
人

沖
 

タ
マ
キ

山
本
 

幸
與

沖
 

清
子

尾
﨑
 

政
男

山
﨑
 

　
子

並
木
 

正

池
川
 

冨
子

田
邊
 

義
寛

田
邊
 

つ
る
子

酒
井
 

猛

土
居
 

美
代
子

黒
澤
 

忠
士

正
木
 

ス
ガ
子

■ホテル・レストラン・温泉大浴場

四万十いやしの里全館において、機械類
メンテナンスのため6月16日（火）10時か
ら6月19日（金）15時まで休館します。

【問い合わせ】
 四万十いやしの里☎（31）5111

四万十いやしの里
臨時休館について

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く121

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
動
が
、

最
近
よ
く
問
題
に
な
り
ま
す
。

　「
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
の

嫌
が
ら
せ
や
い
じ
め
の
こ
と
」と
さ

れ
、
30
種
類
も
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。五
十
音
順
に

並
べ
て
み
ま
す
。括
弧
内
は
、そ
の
略

称
表
現
で
す
。

①
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　（
ア
カ
ハ
ラ
ま
た
は
ス
ク
ハ
ラ
）

　
学
校
な
ど
、教
え
る
側
と
学
ぶ
側

の
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
片
寄
る
場
で
、

社
会
的
立
場
の
強
い
者
が
嫌
が
ら
せ

や
不
当
な
言
動
に
よ
っ
て
、下
の
者

を
抑
え
付
け
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
ア

　
ル
ハ
ラ
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
関
す
る
迷
惑

行
為
で
、酒
に
酔
っ
た
状
態
で
の
嫌

が
ら
せ
全
般
を
指
し
て
い
う
言
葉
で

す
。本
人
の
意
志
に
反
し
て
飲
酒
を

強
要
し
た
り
、意
図
的
に
酔
い
つ
ぶ

れ
さ
せ
る
一
気
呑
み
や
無
理
に
呑
ま

せ
て
急
性
ア
ル
中
を
起
こ
さ
せ
た
り

す
る
行
為
で
す
。

③
エ
ア
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
エ
ア
ハ
ラ
）

　
特
定
の
者
を
不
特
定
多
数
の
前
で

意
図
的
に
陥
れ
る
た
め
に
、場
の
雰

囲
気
を
極
端
に
悪
く
す
る
こ
と
で
す
。

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
そ
の
人
の
評
価
を
著
し
く
下
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、名
誉
毀
損
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
エ
イ
ジ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
エ
イ
ハ
ラ
）

　
年
齢
に
よ
る
偏
見
や
嫌
が
ら
せ
の

総
称
。次
項
も
同
様
で
す
。

⑤
エ
イ
ジ
シ
ル
バ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
60
歳
以
下
の
者
が
60
歳
以
上
の
者

に
対
し
て
行
う
身
体
的
・
肉
体
的
嫌

が
ら
せ
の
総
称
。
近
年
多
く
な
っ
て

い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、介
護
疲

れ
の
ス
ト
レ
ス
発
散
を
目
的
と
し
た

嫌
が
ら
せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑥
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ

　
ン
ト（
エ
レ
ハ
ラ
）

　
嫌
が
ら
せ
や
拷
問
な
ど
意
図
的
な

危
害
を
加
え
る
目
的
で
電
子
機
器
を

操
作
利
用
し
、直
接
・
間
接
を
問
わ
ず

身
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
総
称
。

盗
聴
し
た
り
、有
害
電
波
な
ど
を
利

用
し
て
危
害
を
加
え
る
こ
と
な
ど
で

す
。

⑦
カ
ラ
オ
ケ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ラ

　
ハ
ラ
）

　
本
人
の
意
志
に
反
し
て
カ
ラ
オ
ケ

で
無
理
に
唄
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

⑧
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
学
校
な
ど
で
本
人
の
意
志
に
反
す

る
言
動
や
嫌
が
ら
せ
を
す
る
行
為
。

ア
カ
ハ
ラ
と
似
て
い
ま
す
が
、教
師

や
先
輩
に
限
ら
ず
勉
学
や
研
究
を
阻

害
す
る
こ
と
。
身
近
な
者
か
ら
受
け

る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

⑨
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
性
別
に
よ
る
差
別
の
こ
と
。

⑩
ス
メ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
匂
い
の
き
つ
い
香
水
も
迷
惑
で
す
。

　（
以
下
、次
号
へ
）

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

か

っ

こ

な

いめ

い

よ

き

そ

ん

ご
う
も
ん
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「あそぼうよ」

【絵画の部】 【標語の部】

・副市長賞

※所属校・学年は受賞当時のものです。

伊勢脇　恭兵 くん
（大用小学校3年）

・副市長賞

渡邊　桃香 さん
（大用小学校6年）

つくりだせ

  いじめ差別の

 　ない世界

いせわき きょうへい わたなべ ももか

自衛官・予備自衛官補募集自衛官・予備自衛官補募集自衛官・予備自衛官補募集

防衛省・自衛隊 高知地方協力本部 四万十地域事務所 ☎（35）3096　担当：杉中問

　自衛隊には一般的な自衛官・幹部自衛官・予備自衛官補の他に、パイロット・医師・看
護師になる
ための学生など18歳～54歳までの各種募集種目があります。
　また、約100種類の仕事の種類があり、やりたい仕事もきっと見つかると思います！
「こんな仕事自衛隊にありますか？」とお気軽にお問い合わせください。

第11回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード・納涼花火大会

第11回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード・納涼花火大会

第11回しまんと市民祭

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード・納涼花火大会

7月25日（土）

期　　日
15:00～18:30
18:30～21:30

時　　間
なかむら踊りパレード
しまんと提灯台パレード

翌週に延期
中止

催　し　物

8月 1日（土）
8月29日（土）

・協賛行事　〈（公財）四万十市体育協会　☎(37)4558 〉

【問い合わせ先】しまんと市民祭実行委員会（事務局：観光課）
☎（34）1783　FAX（34）2525

※時間等については、若干変更する場合があります。

10:00～13:00
16:00～21:00

第65回全日本女郎ぐも相撲大会
しまんと納涼花火大会ほか

雨天の場合

翌日に順延
〃

7月26日（日） 7:20～13:00 第20回四万十川水泳マラソン大会 荒天中止

四万十市に夏の訪れを告げる祭りがやってきます！

なかむら踊り・しまんと提灯台パレード参加者募
集中！

子供提灯台参加者募集！！
なかむら踊り・しまんと提灯台パレード参加者募

集中！

子供提灯台参加者募集！！
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「広報四万十」6月号は5月27日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は5月27日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は5月27日(水)発送予定です

㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
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☎
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水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

３４)２３２４
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３５)４３２３

　
平
成
27
年
度
国
際
交

流
員
の
田
さ
ん（
中
国
）

と
、大
好
き
な「
し
ゃ
え

ん
じ
り
」に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
田
舎
料
理
は
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に

田
さ
ん
は
お
皿
に
と
っ

た
料
理
を
全
て
た
い
ら

げ
、
二
人
で
一
緒
に
梅

干
し
と
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を

食
べ
て
食
事
を
終
え
ま

し
た
。
四
万
十
市
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
を
こ
ん
な

に
も
喜
ん
で
食
べ
て
も

ら
っ
て
何
だ
か
と
て
も

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

真

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

090-6882-1395

市民病院

さたけ小児科

幡多病院

吉井病院

佐々木整形外科

市民病院

大野内科

小原外科胃腸科

市民病院
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）

）

）
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）

）
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日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（
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水

日

日

日

日

日

月

月

5

6

3

4

5

6

10

17

24

31

7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 4 ）5 0 0 5

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

5月実施の統計調査
調　査　名 該当地区

家計調査

商業動態統計調査

労働力調査

丸の内、桜町、本町、京町、東町3丁目

古津賀

具同、西土佐大宮、右山五月町

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

四万十市急患センター（月～金）
午後6時～午後9時（受付：午後8時45分まで）　
内科（小学生以上）　☎（34）2399（診療時間内）

※保険証、受給者証等を忘れずにお持ちください。
（市民病院とは別の医療機関になります）
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有料広告掲載スペース

32

平
成
27
年
５
月
号


